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高含有品種の育成および脂質代謝における機能性評価
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抄 録

セサミンおよびセサモリンはゴマ種子中に含まれる脂溶性リグナン類の一種であり、生

体内で様々な機能性を持つ微量成分であることが報告されている。そこで、機能性成分セ

サミンおよびセサモリン含有量の向上を目的として育種を進めるため、これらの成分の分

析法を検討し、分析時間の短縮、抽出法の改良、試料調製法の改良を行い、選抜操作に適

用可能な高速液体クロマトグラフィーを用いた迅速分析法を開発した。また、ゴマ種子中

における両成分含有量の登熟に伴う変動特性を解析し、播種時期が異なっていても登熟期

間が揃った開花後３０日目頃の�果の種子でセサミンおよびセサモリンの含有量の系統間に
おける差異は最大となることから、その種子を用いて含有量を評価できることを明らかに

した。さらにセサミンとセサモリンの含有量の遺伝様式をこれらの含有量に特徴のある系

統間の雑種後代を用いて解析し、F２世代での成分含有量に対する選抜が有効であることを

明らかにした。これらの結果をもとにセサミンおよびセサモリン含有量が多い南中国原産

の系統「H６５」と収量性に優れたペルー原産の大粒系統「TOYAMA０１６」を交雑し、系

統育種法により新品種「ごまぞう」を育成した。「ごまぞう」はセサミンおよびセサモリ

ン含有量が関東地方で栽培されている金ごま在来品種の「真瀬金」に比べて栽培年次、栽

培地、収穫時期に因らず安定して高く、収量性にも優れていた。また、生体内での脂肪酸

代謝酵素活性の向上効果が在来品種「真瀬金」に優ることを動物実験により実証した。ゴ

マの高リグナン含有新品種は、健康機能性をアピールできる地域特産品などの素材として

新たな需要の創出に繋がると考える。
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Factors affecting variation in the sesamin and sesamolin

contents of sesame (Sesamum indicum L.) seeds,

breeding of a new lignan-rich sesame cultivar and evaluation

of the functionality of the seeds in fatty acid metabolism

Satoko YASUMOTO＊

Abstract

Sesamin and sesamolin, oil-soluble lignans in sesame seeds, exhibit antioxidative ac-
tivity in vivo and show various metabolic functions. A high-lignan-content sesame culti-
var could promote new demand as a local special crop and revive domestic production
in Japan.
High Performance Liquid Chromatography analysis was used to detect the sesamin

and sesamolin contents in seeds with some modifications to enable easy screening of
hundreds of samples. The sesamin and sesamolin contents changed with seed maturity
and were highest in the capsules at 30 days after flowering, clearly showing large ge-
netic diversity among cultivars. The sesamin and sesamolin contents are proved to be
inherited characters by genetic analysis. A new sesame cultivar “Gomazou” was bred
from the progeny of a cross combination between “Toyama 016”, a large seed line from
Peru and “H65”, a high-lignan-content line originated in southern China. “Gomazou”
stably contains roughly twice as much lignan as “Masekin”, a high yielding cultivar en-
demic to Kanto region. A physiological activity test on fatty acid oxidation in rat liver
showed that “Gomazou” affected lipid metabolism more profoundly than the control cul-
tivar, “Masekin”.
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ゴマ（Sesamum indicum L．）はゴマ科ゴマ
属の一年生草本で、天平時代にはすでに西日本

の各地で栽培されていた記録が残されている古

い作物である（小林１９８６）。ゴマ属の種多様性

はアフリカのサバンナに見出されているが（小

林１９８６）、栽培ゴマの地理的起源はインドが示

唆されている（Dorothea ２００３）。

現在、日本国内のゴマ栽培は自家用が中心で、

農家あたりの平均栽培面積は１０アールに満たな

い（農林水産省生産局特産振興課２００３）。高品

質なゴマに対する国産志向の高まりからゴマ栽

培が見直され、一部の地域ではゴマ食品業者と

の契約栽培が始まり、新規作物としてゴマを導

入したいという農家からの要望も年々増加して

いるが、国産ゴマの価格は輸入ゴマの１０倍以上

となるため、実需者からの需要は限定されてい

る（財務省貿易統計局２００３）。

近年、食品科学や生化学的な分野において食

品としてのゴマに関する研究は急速に進展し、

種子に含まれるリグナン類に関する機能性が報

告されている。リグナン類には水溶性と脂溶性

があり、水溶性リグナン類としてはリグナン配

糖体、中でもセサミノール配糖体やピノレシノ

ール配糖体が多く存在している。セサミノール

配糖体はゴマを摂取した後に腸内細菌の働きで

抗酸化性を有するセサミノールを生成し、肝臓

や腎臓で過酸化脂質の生成を抑制する効果や

（Kang et al.１９９８）、動脈硬化抑制効果（Kang
et al.１９９８）などの機能性が報告されている。
また、ピノレシノール配糖体はそれ自身が抗酸

化性を有しているものもあるが、腸内細菌の持

つβグルコシダーゼの働きで抗酸化性を示すよ

うになるものもあり、脂溶性リグナン類ととも

に機能性が期待されている。一方、脂溶性リグ

ナン類、中でもセサモリンはゴマ油の酸化防止

に関与するセサミノールの前駆物質であること

が古くから報告されているが（Fukuda et al.
１９８６）、セサモリンから生成されるセサミノー

ルにDNAの酸化障害抑制効果（Kang et al.
１９９８）も報告されている。また、セサミンにつ

いてはそれ自身の抗酸化性はないが、生体内で

肝臓や血清でのコレステロール吸収および合成

阻害効果（Hirose et al.１９９１）やエタノールに
より上昇した血中のトランスアミナーゼ活性

（GOTや GPT）を改善する効果（Akimoto et
al.１９９３）、コレステロールの吸収や合成を阻害
する効果（Hirata et al.１９９６）などに機能して
いることが報告された。このような研究の進展

に伴い、ゴマは種子の約５０％と含油量の多い油

料作物であると共に、その油は酸化安定性に優

れた植物油脂であり、また種子は前述の機能性

を有するリグナン類を含む食品として広く認識

され、高い付加価値の期待できる作目として注

目されるようになってきている。

本研究では高い機能性が期待できるゴマ品種

を育成するため、種子中のリグナン類の中でも

含有量の多いセサミンおよびセサモリンに着目

し、まず育種における選抜に適用できる両成分

の含有量の分析法及び評価法を確立した。この

分析法、評価法により多数のゴマ遺伝資源のセ

サミンおよびセサモリン含有量を評価し、高含

有量遺伝資源を特定した。そして、交雑育種法

を用いて、日本での栽培条件に適し、かつこれ

らの成分含有量の多いゴマ新品種「ごまぞう」

を育成した。さらに、「ごまぞう」を用いた栽

培試験でセサミンおよびセサモリン含有量の安

定性を評価するとともに、動物実験により同品

種の健康機能性を実証したものである。

�では、比較的毒性の低い溶媒を用いて育種
素材の選抜に適用できるセサミンおよびセサモ

リンの簡便な抽出操作や分析法の改良を行っ

た。

�では、セサミンおよびセサモリン含有量が
変動する要因を解明し、両成分含有量の品種・

系統間変異の効率的かつ的確な評価法を確立し

た。

� 緒 言
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�では、セサミンおよびセサモリン含有量が
多い品種を育成するため、ゴマ遺伝資源におけ

るこれらの含有量の遺伝変異を調査するととも

にその遺伝解析を行い、世代間相関から成分特

性についての選抜が可能かどうかを検討した。

�では、新たに育成したセサミンおよびセサ
モリン含有量が多く、収量性の高いゴマ品種「ご

まぞう」を用いて、異なる栽培年次、栽培地、

収穫時期の収穫物について成分特性の安定性を

検討した。

�では、「ごまぞう」種子をラットに摂食さ

せ、脂質代謝に関する酵素活性などの変化を調

査して生体内における機能性を評価した。

本研究は１９９１年から２００５年にかけて作物研究

所畑作物研究部資源作物育種研究室（旧農業研

究センター作物開発部資源作物育種研究室 茨

城県つくば市）において行ったもので、すでに

公表したもの（Shirato-Yasumoto et al.２００１、
安本ら２００３、Shirato-Yasumoto et al.２００３、安
本ら２００５）も含め東北大学学位論文としたも

のである。

リグナン類は、構造的に類似した２次代謝物

質の総称で、ベンゼン環（C6）とこれに結合

した３つの炭素鎖（C3）が一つの単位となっ

ている構造を基本とし、このC6－C3単位が２

または３単位結合した化合物のグループである

（図１）。植物界に微量成分として広く存在し

ているが（MacRae et al.１９８４）、ゴマ種子に
は比較的多量に存在し、特にセサミンとセサモ

リンが多いことが知られている（Budowski et
al.１９５１、Budowski １９６４）。
リグナン類については、Tocher（１８９３）が

ゴマ油から氷酢酸とアルコールを用いて初めて

セサミンを抽出した。その後、Budowski et al.
（１９５１）がゴマ種子から抽出した油におけるセ

サミンとセサモリンの含有量を紫外光の吸光度

によって測定する方法を報告し、近年では高速

液体クロマトグラフィー（HPLC）による分析

が一般的になっている（福田ら１９８８、武田ら

１９９７）。

しかし、従来のHPLC分析では１試料あた

りの分析に約３０分を要し、多数の試料の分析は

難しかった。また、試料の抽出にクロロホルム

やメタノール、エーテルなどの有機溶媒を用い

るため、抽出乾固後に再溶解を行うなどの操作

が必要であり（福田ら１９８８、武田ら１９９７）、

試料の調製が煩雑であった。

育種における選抜を目的として成分分析を行

うためには、多数の試料を簡便に分析できる手

法の開発が必要である。そこで、毒性の低い抽

出溶媒を検討するとともに、抽出操作の簡便化

および分析時間の短縮を行い、育種選抜に適用

可能な迅速分析法を開発した。

� ゴマ種子中に含まれるセサミンおよびセサモリンの迅速分析法の開発

図１ リグナン類の基本的化学構造とセサミンおよび

セサモリンの構造式

安本 知子：ゴマ種子中のセサミン・セサモリン含有量の変動要因解析と
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１ 分析時間の短縮

従来の方法では、カラムにDevelosil ODS－１０

４．６mm i．d．×１５０mm（野村化学、愛知）を用

い、メタノール：水（７０：３０（v/v））を移動

相としたHPLC分析によってセサミンとセサ

モリンの検出が行われてきた（福田ら１９８８）。

しかし、この方法では１試料の分析に約３０分を

要し、多数の試料を分析するのは困難であった。

そこで、１試料あたりの分析時間を短縮するた

め、分析条件を検討した。

１）材料および方法

セサミン（サントリー（株）より分譲）および

セサモリンの精製物（東北大学農学部農薬化学

研究室杉山長美教授より分譲）を１００％メタノ

ールに溶解して、標準液（各４mg/ml）を調

製した。

Nova－PackＣ１８８mm i．d．×１００mm カ ラ ム

（Waters 社、東京）を装着したHPLCシステ

ムに２０μl の試料を注入し、Waters４７０走査蛍光
検出器（Waters 社、東京）を用いて両成分を

検出した。メタノール：水（７０：３０（v/v）、

８０：２０（v/v）および９０：１０（v/v））を移動相

として流速２ml/min．でクロマトグラムにお

けるセサミンおよびセサモリンの分離と分析時

間を検討した。

２）結果および考察

メタノール：水（９０：１０（v/v））を移動相

に用いた場合、セサミンのピークは２．５分、セ

サモリンは２．８分に検出された。しかし、両成

分のピークは分離が不十分で、正確な定量がで

きなかった。メタノール：水（８０：２０（v/v））

を移動相に用いた場合には、２つの成分は十分

に分離して測定が可能であり、ピークの検出時

間は、セサミンが約４分、セサモリンは約５分

であり、約６分で分析を完了することができた

（図２）。メタノール：水（７０：３０（v/v））では

メタノール：水（８０：２０（v/v））よりも２つの

成分は明瞭に分離できたが、ピークの検出時間

がセサミンが約８分、セサモリンで約１２分と長

くなった。

以上の結果から、２つの成分の正確な定量が

できて、しかも検出時間が比較的短い移動相は

メタノール：水（８０：２０（v/v））であった。

これまで用いられてきたセサミンおよびセサ

モリンのHPLC分析（福田ら１９８８）では、１

試料の分析に３０分近い時間を要していた。本実

験では、メタノール：水（８０：２０（v/v））、流

速２ml/min．を移動相にすることで、２成分

を正確に定量し、分析時間を約６分に短縮する

ことができた。

図２ 濃度の異なる移動相における標準試料のクロマトグラム

カラムはNova－PackＣ１８８mm i．d．×１００mmを用いた。走査蛍光検出器（Waters ４７０）を用い、Ex．２８０nm、Em．３４０nmで測定した。流速は
２ml/min．とした。 水：メタノール（１０：９０ v/v）混液、 水：メタノール（２０：８０ v/v）混液、 水：メタノール（３０：
７０ v/v）混液を示す。
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２ 抽出法の改良

セサミンやセサモリンは脂溶性であり、その

抽出には有機溶媒が用いられる。これまでクロ

ロホルムとメタノールの２：１混合液で３回抽

出し、溶媒を除去した後にメタノールに再溶解

し、HPLCで分析する手法（福田ら１９８８）や、

エーテルで抽出した後溶媒を除去し、酢酸エチ

ルに再溶解した試料をフィルター濾過して

HPLCにより分析する方法（武田ら１９９７）など

が報告されている。しかし、いずれの手法もク

ロロホルムやエーテルなどの毒性のある溶媒を

用いることや、濾過などの操作の煩雑さに問題

があった。

そこで、本節では、多数の試料を処理する抽

出溶媒として比較的毒性の低いエタノールを検

討するとともに、セサミンやセサモリンの簡易

抽出に適した抽出回数や必要種子量、試料調製

法を検討した。

１）材料および方法

（１） 供試材料

茨城県つくば市の中央農業総合研究センター

観音台圃場で採種し自然乾燥した「真瀬金」ま

たは「関東１号」の種子を用いた。

（２） 抽出溶媒

７０％、８０％、９０％（v/v）エタノールおよび

クロロホルム：メタノール（２：１（v/v））混

液の４種類の抽出溶媒を用いた。

「真瀬金」の種子１００mg を１０ml の抽出溶媒

とともに３０秒間ホモジナイザー（ヒスコトロン

NS－５１、マイクロテック・ニチオン、千葉）に

より摩砕し、３１，０００×gで遠心後、上清を回収
した。残渣に１０ml の溶媒を加え、摩砕と遠心、

上清の回収をさらに２回繰り返し、３回の抽出

液を混合した液をHPLC分析に供試し、セサ

ミンおよびセサモリンを測定した。実験は３反

復で行い、分散分析により溶媒間における分析

値の差の有意性を検定した。

（３） 抽出回数

８０％（v/v）エタノールとクロロホルム：メ

タノール（２：１（v/v））混液の２種類の溶媒

を用いて、「真瀬金」の種子１００mg の抽出を行

った。抽出回数を１回、２回、３回とし、それ

ぞれの抽出回数毎に２成分の含有量を測定し

た。３回抽出の含有量を１００とし、１回抽出、

２回抽出の抽出率を百分率で表した。t検定に
より抽出率を比較した。

（４） 試料種子量

「関東１号」を用いて、種子量を１０mg、５０mg、

１００mg、２００mg とし、８０％（v/v）エタノール

（１０ml）による抽出操作を３回繰り返した。

３回の抽出液を混合した試料でHPLC分析を

行い、種子重あたりのセサミンおよびセサモリ

ンの含有量を測定した。各種子量につき１０反復

で実験し、種子量間で分析値を分散分析した。

（５） 試料調製法

「関東１号」の種子５０mg を用いて、８０％（v

/v）エタノール（１０ml）で抽出操作を２回行

い、抽出溶媒を回収後乾固し、メタノールに再

溶解してメンブレンフィルターを通し、HPLC

分析用試料とした。また、同種子５０mg に８０％

（v/v）エタノール（１０ml）による抽出操作を

２回行い、抽出回数毎に抽出液に遠心分離を行

い回収した上清を合わせてHPLC分析用試料

とした。

２）結果および考察

抽出溶媒と抽出回数を検討した結果、７０％（v

/v）、８０％（v/v）、９０％（v/v）のエタノール、

およびクロロホルム：メタノール（２：１（v/

v））混液で抽出したセサミンおよびセサモリ

ン含有量の間に有意な差は認められなかった

（表１）。

８０％（v/v）エタノールによる抽出では、ク

ロロホルム：メタノール（２：１（v/v））混液

に比べて１回目の抽出率が有意に低かったが、

２回目以降には、どちらの溶媒でもほぼ同程度

のセサミンおよびセサモリンが抽出されてお

り、溶媒間で抽出率に有意な差は認められなか

った（図３）。

以上の結果から、８０％（v/v）エタノールの

場合は２回の抽出操作によって、既報で使用さ

安本 知子：ゴマ種子中のセサミン・セサモリン含有量の変動要因解析と
高含有品種の育成および脂質代謝における機能性評価 ３３



れたクロロホルム：メタノール（２：１（v/v））

混液による抽出とほぼ同等の効率でセサミンお

よびセサモリンを抽出できることが明らかにな

った。

つぎに試料種子量について、セサミン含有量

は試料に用いた種子量間で有意な差は認められ

なかったが、セサモリン含有量は種子量１０mg

および５０mg で約３mg/g と高く、種子量１００mg

および２００mg では約２．６mg/g であり、前者よ

り有意に低かった。一方、標準偏差は種子量１０

mg で最も大きく、次に種子量５０mg が大きか

った（図４）。

ゴマの平均的な１粒重は２mg 程度であるこ

とから、試料種子１０mg では５粒前後で分析す

ることになる。５粒程度の少数では種子間の含

有量のばらつきが大きいため測定値の標準偏差

が大きくなったと考えられる。一方、種子量１００

mg や２００mg では含有量の標準偏差は小さかっ

たが、種子量５０mg を用いたときよりセサモリ

ンの抽出率が有意に低かった。したがって育種

における選抜を考慮すると、測定に用いる種子

量としては、高い分析値が得られた５０mg を用

いることが妥当であると結論した。

試料調製法について、従来法では抽出液を乾

固後再溶解してHPLC分析の試料としていた

が、本法では５０mg の種子を８０％（v/v）エタ

ノール（１０ml）とともにホモジナイザーで摩

砕後、遠心によって上清を回収する操作を２回

繰り返し、これを混合した２０ml の抽出液をそ

のままHPLC分析の試料として用いることで

抽出操作を簡略化した。以上のように操作を簡

略化した方法でHPLC分析を行った結果を表

２に示す。その結果、各々の調整法による試料

表１ 抽出溶媒によるセサミンおよびセサモリン分析値の変動

図３ 抽出回数による抽出率の変動

表２ 異なる抽出試料調製法によるセサミンおよびセサ

モリン分析値

図４ セサミンおよびセサモリン含有量の測定値と

試料種子量の関係

溶媒
（％）

セサミン
（mg／g）

セサモリン
（mg／g）

７０％（v／v）エタノール ３．５±０．０ ２．５±０．１

８０％（v／v）エタノール ３．６±０．１ ２．５±０．１

９０％（v／v）エタノール ３．６±０．１ ２．４±０．１

C+M２：１＊ ３．４±０．１ ２．４±０．２

n．s． n．s．

調整法
セサミン
（mg／g）

セサモリン
（mg／g）

メンブレンフィルター ４．５±０．３ ２．５±０．１

遠心分離 ４．７±０．１ ２．７±０．２

n．s． n．s．

試料種子（真瀬金１００mg）を溶媒１０ml とともに３０秒間磨砕し、遠心
後上澄を回収する操作を３回繰り返した。表中の値は平均値±標準
偏差を示す。n＝３。
＊ C+M２：１＊はクロロホルム：メタノール（２：１（v/v））混液を
示す。n．s．は分散分析の結果、分析値に有意差が無いことを示す。

a：セサミン ｂ：セサモリン
■：８０％ v／v エタノール □：クロロホルム：メタノール（２：
１ v／v）混液。n＝１０。抽出率（％）は、抽出回数３回の分析値を
１００とした相対値で表す。＊：分散分析の結果、５％水準で有意な
差があることを示す。

試料種子は関東１号。抽出は８０％エタノールで３回繰り返し
た。異なる文字は５％水準で有意な差があることを示す。ｎ
＝１０。

表中の値は平均値±標準偏差を示す。n＝３。

３４ 作物研究所研究報告 第９号（２００８．３）



の分析結果に有意な差は認められなかった。従

って、本分析法によりHPLC分析時間の短縮

とともに、分析に要する手間と時間を大幅に簡

略化することができると結論した。

以上の検討結果に基づいて新しく開発したセ

サミンおよびセサモリンの迅速分析法を図５に

示す（Shirato-Yasumoto et al.２００３）。
セサミンやセサモリンを対象とした成分育種

を実施するためには、大量の育種素材や系統の

成分含有量の測定が必須である。本法によれば、

一日に１００点の検体から試料を抽出することが

可能である。また、HPLC分析に要する時間を

短縮したことによって、オートサンプラーを使

えば１日に１００点以上の試料を分析することが

できる。以上から、ゴマの育種に十分適用でき

るセサミンおよびセサモリンの迅速分析法を確

立できた。

図５ ゴマ種子におけるセサミンとセサモリン含有量の迅速分析法と従来法の比較

安本 知子：ゴマ種子中のセサミン・セサモリン含有量の変動要因解析と
高含有品種の育成および脂質代謝における機能性評価 ３５



ゴマ種子のセサミンおよびセサモリンの含有

量や油含有量、脂肪酸組成は、同一個体内でも

�果の着生する節位や節内の着生位置により異
なることが知られており（Tashiro et al.１９９１、
Mosjidis et al.１９８５）、また、一つの�果の中で
も種子の粒大等に違いがある。これらのことが、

種子中のリグナンをはじめとする種子成分の含

有量における品種・系統間変異の把握を困難に

し、成分の遺伝的改良の効率化を阻む大きな要

因となっている。

そこで、�では種子中のセサミンおよびセサ
モリン含有量の品種・系統間変異を効率的かつ

的確に把握するための基礎的知見を得ることを

目的として、登熟に伴う種子中のセサミンおよ

びセサモリン含有量の変動を調査するととも

に、播種期や開花期の異なる個体から採取した

�果による成分特性の評価法を検討した。

１ 個体内におけるセサミンおよびセサ
モリン含有量の変動

１）材料および方法

同一節内での登熟の揃った１節１�果型で、
早晩性が中生からやや晩生で実用的な栽培が可

能なゴマ５品種を、農業生物資源研究所ジーン

バンクに保存されている遺伝資源から選定し

た。供試したのは、セサミンとセサモリンの含

有量が多い愛知県で収集された白ゴマ在来品種

（JP３３９５６および JP７１５０３、以下農業生物資源

研究所ジーンバンク JP 番号で表記）、セサミ

ンとセサモリンの含有量が少ない埼玉県収集の

黒ゴマ品種（JP９１４８６）と茨城県で収集された

黒ゴマ品種（JP７１５０９）、およびセサミンの含

有量は多いがセサモリンの含有量は非常に少な

いペルー産の白ゴマ品種（JP８０７６８）である。

これらを農業研究センター（現中央農業総合

研究センター）谷和原畑圃場（茨城県つくばみ

らい市）で栽培した。２０００年６月１４日（標準播）、

６月２９日（晩播）および７月１０日（極晩播）に

播種した（図６）。

黒マルチで被覆した畦間１４０cmの平畦の中

央に４５cm間隔で２列に４粒から５粒播種し

た。株間は１５cmとし、苗立ち後間引きして１

株１本とした。１試験区は３畦６列で１列２０株

の計１２０株で構成した。反復は設けず、播種期

ごとに供試品種を無作為に配置した。施肥量は

N－P２O５－K２Oをそれぞれ７－１０．５－７�/１０a と
し、全量を基肥として施用した。

� セサミンおよびセサモリン含有量の変動特性の解析と評価法の確立

図６ 供試系統における播種期ごとの開花期間とサンプリング時期

１）農業生物資源研究所ジーンバンク保存番号（JP番号）。
２）標準：６月１４日，晩：６月２９日，極晩：７月１４日にそれぞれ播種した。▲：播種，● ●：開花期間。
３）�：８月２４日，�：９月５日，�：９月１９日，�：１０月４日に各区から無作為に５個体から採種した。

３６ 作物研究所研究報告 第９号（２００８．３）



収穫した�果は８０℃で２４時間熱風乾燥した後
脱粒し、�果毎に１粒重と成分含有量の分析に
供試した。�で確立した迅速分析法（Shirato-
Yasumoto et al.２００３）によりセサミンおよび
セサモリン含有量を測定した。また、�果毎に
測定は２反復し、SPSS １１．０J（SPSS 社）を用

いて統計処理を行った。

２）結果および考察

すべての供試品種は標準播区（６月１４日播種）

で、７月２４日から２８日までの間に第１花が開花

した（図６）。終花期が早かった JP７１５０３は�
（９月５日）に、その他の品種は�（９月１９日）
に標準播区から調査株を刈取った。各品種で分

析に供試した�果の開花後日数には、開花の早
い下位の�果から開花の遅い上位の�果の間で
２５日から３１日の違いがあった。

いずれの品種でも開花が遅い上位節の�果の
種子ほど１粒重が少なく、開花後３０～４０日を経

過した節位で１粒重は最大に達した。これより

早く開花した�果では１粒重の大幅な変化は認
められなかった（図７）。

図７ ゴマ１個体内における粒重、セサミンおよびセサモリン含有量の変動

（ ）内は開花後日数を示す。ａ：JP３３９５６（愛知県収集白ゴマ），ｂ：JP７１５０３（愛知県収集白ゴマ），ｃ：JP
９１４８６（埼玉県収集黒ゴマ），ｄ：JP７１５０９（茨城県収集黒ゴマ），ｅ：JP８０７６８（ぺルー産白ゴマ）
■：１粒重 ◆：セサミン △：セサモリン、節位：地際から子葉節を含めて数えた主茎の節数を示す（植物
遺伝資源特性評価マニュアル）。
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種子１粒当たりのセサミン含有量は、開花後

急速に増加し、開花後２５～２９日に最大となった

後に減少に転じた。特にセサミン含有量の多い

JP３３９５６や JP８０７６８では増加が顕著で、同一株

内における変動が大きかった。JP３３９５６、JP

９１４８６、JP７１５０９のセサモリン含有量とセサミ

ン含有量は同様に変化したが、セサモリン含有

量が著しく低い JP８０７６８ではほとんど変動がな

かった。また、JP７１５０３のセサミンやセサモリ

ン含有量の減少は緩やかであった（図７）。

ゴマの１個体内には１粒重やセサミンおよび

セサモリン含有量の異なる種子が混在してい

る。個体内の成分含有量が均一でないことは、

Tashiro et al．（１９９１）や佐藤ら（１９９９）が報告
しており、下位節から上位の節に向かって開花

するため、個体内における種子の熟度が不均一

であることがその原因と考察されている。ゴマ

は一日花で、直立した茎の伸長に伴って葉腋に

着いた花が下位節から上位節へと順次開花する

特性を有している。したがって、着生節が上位

の�果ほど収穫までの開花後日数は短くなる。

個体内の種子における１粒重やセサミンおよび

セサモリン含有量のばらつきを�果の開花後日
数と対応させて調査したところ、�果の開花後
日数に対応して大きな差が認められた（図７）。

今回調査した品種は開花後３０日頃までは１粒

重が増加し、それ以降はほとんど変化がなかっ

た。この結果は、ゴマ種子の成熟過程における

乾物重の変化に関する既往の報告と一致してお

り（菅井ら１９８９、佐藤ら１９９９）、ゴマ種子の

成熟期は開花後３０日から４０日頃と考えられる。

一方、セサミンとセサモリンの含有量は開花後

増加し、種子の肥大が停止する時期より前に最

大となり、それ以後は減少するパターンを示し

た。さらに、開花日とサンプリング日を揃えた

試料でセサミンとセサモリンの含有量に品種間

差があることが明らかになった（表３）。

２ 種子の登熟に伴うセサミンおよびセ
サモリン含有量の変動

１）材料および方法

供試材料は１．と同じ品種を用いた。栽培法

およびセサミン・セサモリン含有量の測定は

１．と同じとした。開花中に、各試験区の中央

４列の個体の主茎に開花した花柄に開花日を記

したラベルを付した。８月２４日から約２週間の

間隔で４回のサンプリングを行い、各区より無

作為に５個体を刈り取った（図６）。各個体に

ついて、開花日のラベルを付けた�果の上下各
１節の�果を合わせて、同じ開花日の試料とし
て取り扱った。

２）結果および考察

標準播区からサンプリングした４時期（�～
�）の試料で、同一日（８月８日）に開花した
�果の開花後日数は、それぞれ１６日（�）、２８
日（�）、４２日（�）、５７日（�）であった。１
粒重は、JP７１５０３と JP９１４８６は�で、これ以外
の３品種では�が最大で、それより後に収穫し
た�果の１粒重に有意な差はなかった。セサミ
ン含有量は、いずれの系統でも�が最も高く、
�以降のセサミン含有量は�の含有量より有意

表３ 種子重、セサミンおよびセサモリン含有量の開花

後の推移

サンプル名
サンプリング時期

�（１６）＊ �（２８） �（４２） �（５７） LSD０．０５
－１粒重（mg）－

JP３３９５６ ０．８ ２．５ ２．９ ２．７ ０．４

JP７１５０３ ０．７ ２．１ ２．０ ２．０ ０．４

JP９１４８６ １．０ ２．９ ２．８ ２．８ ０．２

JP７１５０９ １．０ １．４ ２．９ ２．７ ０．２

JP８０７６８ ０．５ ２．４ ２．９ ２．８ ０．１

LSD０．０５ ０．２ ０．３ ０．２ ０．４

－セサミン（μg／粒）－
JP３３９５６ ２．２ １７．０ １０．７ １１．４ ４．２

JP７１５０３ ２．４ ８．７ ７．４ ５．８ １．４

JP９１４８６ ２．１ ５．４ １．３ ０．６ １．２

JP７１５０９ １．３ ３．９ １．２ ０．７ １．０

JP８０７６８ ２．１ １９．９ １７．０ １５．８ １．４

LSD０．０５ ０．８ ２．７ ３．０ １．１

－セサモリン（μg／粒）－
JP３３９５６ ３．８ １０．１ ８．４ ６．８ ２．５

JP７１５０３ ３．９ ７．３ ６．７ ５．０ １．６

JP９１４８６ １．９ ４．４ １．６ １．３ ０．６

JP７１５０９ ２．３ ４．９ ４．０ ２．６ ０．８

JP８０７６８ ０．４ ０．４ ０．３ ０．３ ０．１

LSD０．０５ ０．８ ２．０ １．１ １．２

各時期に収穫した株より２０００年８月８日に開花、結実した�果の種
子を測定した。
＊（ ）内の数字は開花後日数を示す。LSD０．０５は有意水準５％の
品種間の最小有意差を示す。

３８ 作物研究所研究報告 第９号（２００８．３）



に低かった。セサモリン含有量は含有量の極め

て少ない JP８０７６８ではサンプリング時期による

有意な差は認められなかった。その他の品種は

�における含有量が最も高く、それ以降は低く
なり、サンプリング時期の異なる�果の種子に
おける含有量には有意な差が認められた。セサ

ミンおよびセサモリン含有量の品種間変異は�
以降の開花後日数が同じ�果を比較することで
認められた（表３）。

セサミンとセサモリンおよびリグナン類の代

謝について、Massuo et al．（１９９８）は放射性同
位体を用いた報告をしているが、種子の肥大や

セサミンおよびセサモリン含有量の変動と，種

子の熟度との関係を検証した報告はなされてい

ない。本節では同じ日に開花した�果の種子を
開花後１６日、２８日、４２日、５７日に採取してセサ

ミンおよびセサモリン含有量を測定した（表

３）。１粒重は開花後２８日目または４２日目の�
果で最大となり、その後はほとんど変化しなか

った。セサミンとセサモリン含有量は開花後日

数の経過に伴って増加した後減少した。これら

の結果は個体内における１粒重およびセサミン

とセサモリン含有量の変動と一致しており、個

体内における種子の成分含有量の変化は�果の
登熟ステージを反映していると結論できる。

このように、種子中の成分含有量は開花後日

数に伴って大きく変動するため、供試品種の成

分特性を評価する際には、個体内における種子

の熟度の違いを考慮する必要があると考えられ

る。

３ 成分特性の評価のためのサンプリン
グ法の確立

１）材料および方法

供試材料は１．と同じ品種を用いた。栽培法

およびセサミン・セサモリン含有量の測定は

１．と同じとした。

２）結果および考察

播種期の異なる３区から９月１９日（�）に刈
り取った株から採取した�果の開花後日数と種
子あたりセサミンとセサモリン含有量には表４

に示す範囲でばらつきがあった。図８に播種期

が異なる区から採取した�果の開花後日数と、
種子当たりのセサミンおよびセサモリン含有量

の関係を供試品種毎に示す。JP７１５０３と JP９１４８６

では両成分含有量の変動が小さく、開花後日数

による増減は明らかではなった。JP３３９５６、JP

７１５０９、JP８０７６８では開花後日数が経過するに

つれてセサミン含有量が約３０日後まで増加し、

その後減少した。セサモリン含有量については、

JP３３９５６と JP７１５０９で開花後日数が経過するに

つれて減少したが、セサモリン含有量の著しく

低い JP８０７６８においてはほとんど変化がなかっ

た。両成分含有量の変動幅は成分含有量が多い

品種ほど大きいが、播種期が異なっても変動パ

ターンに違いは認められなかった。また、成分

含有量の変動が小さい品種においても、播種期

の違いによってセサミンとセサモリンの含有量

が大きく異なることはなかった。

熟期の異なる系統間でセサミンおよびセサモ

リン含有量を比較するためには、播種期を変え

て開花期間を揃える必要がある。そこで、播種

期が異なる区から刈り取った個体の�果で開花
後日数と種子当りのセサミンとセサモリン含有

表４ 播種期の異なる区から同一日に刈り取った株にお

ける�果の開花後日数とセサミンおよびセサモリン含有
量の変動

サンプル名
サンプリング時期

標準播 晩播 極晩播

－開花後日数（日）－

最小 最大 最小 最大 最小 最大

JP３３９５６ ２１ － ４９ １６ － ４２ １４ － ３５

JP７１５０３ ２０ － ５３ ２０ － ４２ ２５ － ３５

JP９１４８６ ２３ － ５３ ２１ － ４２ ２５ － ３５

JP７１５０９ １８ － ４９ １４ － ３９ １４ － ３２

JP８０７６８ １８ － ４６ １８ － ３９ ２１ － ３２

－セサミン（μg／粒）－
JP３３９５６ ４．５６－２０．３１ ７．８９－１４．６１ ０．６８－２２．７５

JP７１５０３ ５．７０－ ７．７２ ５．７９－１３．７５ ５．９７－ ９．６１

JP９１４８６ ０．２４－ ２．４７ ０．８２－ ４．７４ ０．３５－ ５．０５

JP７１５０９ ０．０１－ ５．５０ ０．０８－ ３．４０ ０．３５－ ４．９６

JP８０７６８ ４．７６－２３．３７ ４．７３－１８．１６ １１．１０－２０．０８

－セサモリン（μg／粒）－
JP３３９５６ ５．４６－１１．４７ ６．２０－ ９．５７ １．４２－１２．０３

JP７１５０３ ５．７２－ ８．６９ ４．９６－１４．７７ ５．０２－ ８．４４

JP９１４８６ １．０２－ ３．１０ １．９４－ ４．３３ ０．９０－ ６．１２

JP７１５０９ ２．５８－ ５．８１ ０．４３－ ４．８３ １．４５－ ５．２１

JP８０７６８ ０．１０－ ０．４３ ０．３４－ ０．７４ ０．３８－ ０．５６

各播種区から２０００年９月１９日に刈り取った。

安本 知子：ゴマ種子中のセサミン・セサモリン含有量の変動要因解析と
高含有品種の育成および脂質代謝における機能性評価 ３９



図８ 播種期の異なる個体における�果の開花後日数とセサミンおよびセサモリン含有
量の関係

ａ：３３９５６（愛知県収集白ゴマ），ｂ：７１５０３（愛知県収集白ゴマ），
ｃ：９１４８６（埼玉県収集黒ゴマ），ｄ：７１５０９（茨城県収集黒ゴマ），
ｅ：８０７６８（ぺルー産白ゴマ）開花後日数が同じ�果での平均値。
縦棒は標準偏差を示す。▲：標準播， □：晩播， ×：極晩播
各区から９月１９日に採取した各品種５株について�果毎に種子を分析した。
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量を調査した。その結果、それぞれの品種にお

ける開花後日数の経過に伴う�果毎の成分含有
量やその変動パターンに、播種期による違いは

認められず、播種期の異なる個体であっても登

熟期間が同じ�果を採取して種子中のセサミン
およびセサモリン含有量を分析することによっ

て、品種間での含有量の比較が可能であること

が明らかになった（図８）。さらに、これらの

含有量が最も多くなる時期に品種間の差がより

明瞭になることから、開花後３０日目前後の�果

を採取し、その種子で含有量を評価することが

適当であると結論した。

以上、�では、ゴマ種子に含まれるセサミン
およびセサモリンについて種子の登熟に伴う成

分蓄積パターンと個体内での含有量の変動を明

らかにし、熟度の揃った種子で成分含有量の的

確な評価が行えることを示した（安本ら２００５）。

本知見は，セサミンおよびセサモリン含有量の

多い品種育成の効率化に活用できるものと考え

る。

ゴマ油中のセサミンやセサモリンの含有量に

ついては、品種間差（福田ら１９８８）があること

がすでに報告されているが、�で明らかになっ
たように種子の登熟過程において含有量が変化

すること（安本ら２００５）、また、栽培地が違うと

含有量が異なることが報告されている（Beroza

et al.１９５５）。さらに霜害などによってもこれら
の含有量は変化すること （Beroza et al.１９５５）
など、様々な変動要因が報告されている。しか

し、このように変動する特性のあるセサミンや

セサモリン含有量の遺伝変異や遺伝様式に関す

る報告はない。

ゴマの特性に関する遺伝研究では、主に収量

関連形質が多く検討されてきた。Mansouri et
al．（１９９８）はダイアレル分析を行い、草丈、
株当り�果数、株当り収量、含油率が相加的な
遺伝形質であることを報告した。また、Nimbal-

kar et al．（１９９９）、Karuppaiyan and Ramasamy
（２０００）は収量関連形質を研究し、特に株当りの

�果数の重要性を報告している。Langham
（１９４５a、１９４５b）は収量を左右する形質の一つ

である節あたりの�果数や成熟期を判定する指
標となる�果の着色の難易の遺伝様式に関する
報告を行っている。小林（１９７７）は�果数や早
晩性などの収量に関連する形質の遺伝について

報告した。Balan et al．（１９９６）は収量と�果
重、根重、全乾物重との間に強い正の相関を認

め、これらの改善が増収に有効であると報告し

た。Kamala（１９９９）は収量に関する形質の遺

伝性を調査し、成熟までの日数が遺伝率の高い

形質であることを報告した。一方、草丈や分枝

性、株当り�果数、�果当り種子数、千粒重、
株当り子実重などの形質の遺伝率は高くないこ

とを報告し、収量や収量構成要素に関する交雑

親の組合せ能力の評価を行った。

Baydar et al．（１９９９）は在来品種と実験系統
の集団において含油量や収量の増加、油の脂肪

酸組成の改良に対する純系分離法の効果を検討

し、脂肪酸組成の改変には選抜効果がないが、

含油量や収量の増加は純系分離法により向上す

ることが可能であると報告している。Mishra et
al．（１９９７）は、株当りの�果数や分枝数、草
丈、粒重などに収量と有意な相関があることを

報告し、これらを指標にした選抜が効果的であ

ると述べた。Dikshit and Swain（２０００）は収

量に対する雑種強勢は株当りの�果数や株当り
の分枝数に表れることを報告し、Durga and

Raghunadham（２００１）は１８組合せの交雑を行

い、収量関連形質である�果数や株当り収量、
油収量に対して雑種強勢が示されることを報告

した。

�ではセサミンやセサモリンの含有量が多い
品種の育成を行うため、含有量の遺伝変異を把

握し、選抜可能な形質であるか検討した。そこ

� セサミンおよびセサモリン含有量の遺伝変異と遺伝

安本 知子：ゴマ種子中のセサミン・セサモリン含有量の変動要因解析と
高含有品種の育成および脂質代謝における機能性評価 ４１



で、まずゴマ遺伝資源におけるセサミンおよび

セサモリン含有量の変異を調査し、含有量の多

い素材を探索した。次に、両成分の含有量につ

いて遺伝解析を行い、世代間相関を求めて含有

量に対する選抜が有効であるかを検討した。

１ セサミンおよびセサモリン含有量の
遺伝変異

ゴマ遺伝資源におけるセサミンおよびセサモ

リン含有量の遺伝的変異を明らかにするため、

世界各地から導入した遺伝資源を用いて両成分

の含有量を調査した。

１）材料および方法

材料は、農業生物資源研究所ジーンバンクに

保有されているゴマ遺伝資源および作物研究所

資源作物育種研究室で導入したゴマ遺伝資源の

うち観音台圃場（茨城県つくば市）で採種した、

異なるゴマ系統（６６６系統）を用いた。栽培法

は�の１と同じとした。１試験区は１畦（２列
×２０株）で、反復は設けず栽植した。成熟期に

すべての系統について裂開した�果の直上部分
の�果を採取し、この種子を用いて、�で確立
したセサミンおよびセサモリンの迅速分析法

（Shirato-Yasumoto et al.２００３）により測定し
た。１系統について２反復し、平均値を系統の

値とした。

２）結果および考察

６６６系統の種子におけるセサミン含有量の変

異は０．１mg/g から１０．０mg/g で平均は３．１mg/

g であった（図９）。３～４mg/g の系統が最

も多く、中央値は３．０mg/g であった。含有量

の分布は連続的であり、平均値と中央値がほぼ

一致した。一方、セサモリン含有量は０．１mg/g

図９ ゴマ遺伝資源におけるセサミンおよびセサモリン含有量の変異
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から６．８mg/g の範囲の変異があり、平均は１．９

mg/g、中央値も１．９mg/g であったが、その分

布はセサミンとは異なり、０．５mg/g 以下の著

しく含有量が少ない系統と１．５～２．５mg/g に分

布する系統に分けられた（図９）。

Beroza et al．（１９５５）は３３系統の油中におけ
るセサミンおよびセサモリン含有率の変異を調

査した。その結果、セサミン含有率は０．３４％の

系統から１．１３％まであり、平均は０．７０％、セサ

モリン含有率については０．１３％から０．５９％まで

で、平均は０．４１％と報告している。福田ら（１９８８）

は国産のゴマ１４品種を用いて調査し、油中の含

有率はセサミンが０．１５％から０．８９％で、平均は

０．４９％であること、また、セサモリンは０．１２％

から０．４８％で、平均は０．３０％と報告している。

本研究で供試した遺伝資源においては、種子中

のセサミン含有量が０．１mg/g から１０．０mg/g

まで認められ、またセサモリンは０．１mg/g か

ら６．８mg/g まで認められた。ゴマ種子の含油

率を約５０％として換算すると、油当たりのセサ

ミン含有率は約０．０２％から約２％、セサモリン

含有率は約０．０２％から約１．４％となる。両成分

ともに既報（福田ら１９８８）より広い変異を有

していた。

次に本研究で分析した遺伝資源のセサミン含

有量とセサモリン含有量との関係を調べた（図

１０）。セサミン含有量は多いがセサモリンは０．５

mg/g 以下で極端に含有量が少ない遺伝資源が

少数認められたが、ほとんどの系統でセサミン

含有量とセサモリン含有量に正の相関が見られ

た。逆に、セサミン含有量は少ないが、セサモ

リン含有量が多い遺伝資源はまったく認められ

なかった。

次に、種皮色と両成分の含有量との関係を検

討した。白ゴマ系統にはセサミン含有量の高い

系統が多く、一方、黒ゴマ系統には含有量の高

い系統は少なかった（図１０）。種皮色と含油率

については、白ゴマで含油量の高いものが多く、

黒ゴマで低いものが多いことが報告されている

（河西ら１９５３、Tashiro et al.１９９１）。
本研究で調査した遺伝資源の中で、セサミン

含有量の多い系統は、中国西双版納原産の灰白

色のゴマ「H６５」（１０．０mg/g）、インドで収集され

た「COL/INDIA/１９９２/MAFF/００９５」（８．９mg

/g）、富山大学保存の「TOYAMA４２９４」（８．５

mg/g）であった。後者２系統のセサモリン含有

量はそれぞれ０．３mg/g、０．２mg/g と低い含有量

であった。一方、セサモリン含有量の多い系統

は「H６５」（４．４mg/g）中国河南省原産の白ご

ま「CHINAKANAN」（３．６mg/g）、「TOYAMA

０１２１」（３．５mg/g）であった。後者２系統のセ

サミン含有量は４．０mg/g、３．８mg/g であった。

また、セサミンおよびセサモリン共に含有量

が少ない系統はいずれも黒ゴマで、富山大学保

存の「TOYAMA９６６２」はセサミンおよびセサ

モリンの含有量が０．４mg/g および０．６mg/g、

「TOYAMA８００」や「TOYAMA３０１２」のセサ

ミンおよびセサモリン含有量は、共に０．３mg/g

および０．８mg/g で、両成分とも１mg/g に満

たない低い系統であった。

以上をまとめると、セサミンおよびセサモリ

ン含有量がともに高い遺伝資源は「H６５」であ

った。「H６５」は、セサミンおよびセサモリン

含有量を高める育種素材として有望であると結

論した。

２ セサミンおよびセサモリン含有量の
遺伝解析

１．においてセサミンおよびセサモリンがと

図１０ 種皮色およびセサミンおよびセサモリン含有量の

関係

安本 知子：ゴマ種子中のセサミン・セサモリン含有量の変動要因解析と
高含有品種の育成および脂質代謝における機能性評価 ４３



もに多く含まれている遺伝資源を特定すること

ができた。このセサミンおよびセサモリン含有

量が高い遺伝資源を育種素材とし、両成分の含

有量の多い品種を育成するためには、まず両成

分の遺伝様式を明らかにする必要がある。

ゴマの種子成分に関する遺伝様式は、含油量

や蛋白質含量、種皮の芳香油などについて報告

されており、小林（１９７７）は、含油量や蛋白質

含量については少ない特性が優性であり、また、

種皮の芳香油は多い特性が優性であると報告し

ている。しかし、本研究で着目しているセサミ

ンおよびセサモリン含有量の遺伝様式に関する

報告はまったくなされていない。

そこで、セサミンとセサモリンの含有量の遺

伝様式を明らかにして選抜が可能であるか確認

するため、交雑実験による遺伝解析を行った。

１）材料および方法

材料は、「H６５」（セサミン含有量が１０．０mg/

g、セサモリン含有量が４．４mg/g）、愛知県よ

り収集された白ゴマの「愛知白」（４．７mg/g、

３．８mg/g）、富山大学保存の「TOYAMA０５８」

（４．０mg/g、２．８mg/g）を用いた。１９９３年に

温室内で「H６５」と「愛知白」および「H６５」

と「TOYAMA０５８」のそれぞれについて正、

逆で４組合せの交雑を行い、各々３～６粒のF１

種子を得た。１９９３年にF１個体を栽培し、１９９４

年に圃場で「H６５」×「愛知白」のF２を８７個体、

「愛知白」×「H６５」のF２を９４個体、また「H６５」

×「TOYAMA０５８」のF２を１０５個体、「TOYAMA

０５８」×「H６５」のF２を９３個体栽培した。成熟

期にすべての系統について裂開した�果の直上
部分の�果を採取した。個体ごとのセサミンお
よびセサモリン含有量は、�で述べた迅速分析
法（Shirato-Yasumoto et al.２００３）により分析
した。それぞれのF２個体から F３種子を採取し、

１９９５年にF３系統を栽培した。栽培法は�の１
と同じとした。１系統は１畦（２列×４０株）８０

個体とした。両親、F１、F２については１個体に

つき２反復で測定した。１つのF３系統につき

F２個体と同様に裂開した�果の直上部分の�果
を２０個体から採取し２反復で分析し、平均値を

求め各F３系統の平均値とした。F２個体の含有

量とF３系統の平均含有量から世代間での遺伝

相関を求めた。

２）結果および考察

「H６５」×「愛知白」の交雑組合せにおいて、

高セサミン含有親の「H６５」のセサミン含有量

は１０．０mg/g、低セサミン含有親の「愛知白」

のセサミン含有量は４．７mg/g であった。F１個

体の含有量は８．８mg/g であり、高セサミン含

有親の値にやや近かった。F２集団のセサミン含

有量は平均値５．４mg/g の正規分布に似た分布

であった（図１１）。

一方、「愛知白」×「H６５」の交雑組合せに

おいてF１個体のセサミン含有量は４．０mg/g で

あり、低セサミン親の「愛知白」の値に近かっ

た。F２集団のセサミン含有量は平均値５．５mg/g

とする低含有量側にゆがんだ正規分布に類似す

る分布であった（図１１）。

「H６５」と「愛知白」の間の正、逆の交雑組

合せでは、F１個体の含有量が異なったが、F２集

団のセサミン含有量の分布は正、逆組合せとも

に正規分布に似ており、セサミン含有量は単一

の遺伝子によって支配されているのではなく、

複数の遺伝子に支配されていると考えられた。

次に「H６５」×「TOYAMA０５８」の交雑組

合せでは、高セサミン含有親の含有量は１０．０mg

/g、低セサミン含有親の含有量は４．０mg/g で

あった。F１個体の含有量は４．６mg/g で低セサ

ミン含有親の値と近かった。F２集団のセサミン

含有量は正規分布に類似した（図１１）。

逆交雑組合せの「TOYAMA０５８」×「H６５」

では、F１個体のセサミン含有量は０．９mg/g と

低く、交雑親では低セサミン含有親の

「TOYAMA０５８」に近かった。F２集団のセサ

ミン含有量は正規分布に類似した（図１１）。

「H６５」と「TOYAMA０５８」の正、逆組合せ

では、F１個体の含有量は正、逆組合せとも低セ

サミン含有親の値に近かった。しかし、F２集団

は正、逆組合せともに正規分布に近く、セサミ

ン含有量は複数の遺伝子で支配されていると考

えられた。

４４ 作物研究所研究報告 第９号（２００８．３）



セサモリン含有量についてもセサミン含有量

と同じように、複数の遺伝子で支配されている

と考えられた（図１２）。

一方、これら２成分についてF２個体とその

F２個体から由来するF３系統における個体別含

有量の平均値から世代間相関を検討した結果、

すべての組合せにおいてそれぞれ高い世代間相

関が認められた（図１３、図１４）。

以上の結果から、セサミン含有量およびセサ

モリン含有量は複数の遺伝子に支配されるが、

図１１ Ｆ２雑種集団におけるセサミン含有量の分布

図１２ Ｆ２雑種集団におけるセサモリン含有量の分布
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F２と F３の世代間に高い正の相関があり、F２集

団における高含有量個体の選抜が有効であると

結論した。

�において、多数のゴマ遺伝資源を用いた機
能性成分のセサミンおよびセサモリン含有量の

スクリーニングの結果、両成分の含有量が多い

中国の西双版納原産の系統「H６５」が見出され

た。

そこで、�ではセサミンおよびセサモリン含
有量が高くしかも収量の高い品種を育成するこ

とを目的に以下の実験を行った。さらに育成さ

れた新品種のセサミンおよびセサモリン含有量

の安定性を検討することとした。

１ セサミンおよびセサモリン高含有量
「ごまぞう」の育成とその成分の特性

�において、６６６点のゴマ遺伝資源について
セサミンおよびセサモリン含有量をスクリーニ

ングした結果、両成分含有量が高い数系統が見

出された。それらの中で中国西双版納原産の系

統「H６５」は極小粒で極低収であり、一般栽培

には適さなかったが、含有量が最も高かったの

で、この品種を育種素材としてセサミンおよび

セサモリン含有量が高くて収量の高い品種を育

成しようとした。「H６５」を母本に、遺伝資源

のスクリーニングの結果見出した大粒のペルー

原産の白ごま系統「Toyama０１６」を父本とし

て人工交雑を行った。その後は通常の系統育種

法により選抜を行った。セサミンおよびセサモ

リン含有量は�で確立した迅速測定法と評価法
を用いた。

その結果、２０００年度にセサミンおよびセサモ

リンの含有量が多く、収量性の高いゴマ系統「関

東１２号」が育成され、２００１年度から地域適応性

試験に供試した。セサミンおよびセサモリンの

含有量が安定して高いことを確認し、２００２年度

に「ごまぞう」と命名した。同品種はゴマで初

めて「ごま農林１号」として登録され、種苗登

録に出願した。「ごまぞう」の育成経過および

特性の概要については、すでに作物研究所報告

４号（安本ら２００３）に報告した。

図１３ Ｆ２個体とＦ３系統のセサミン含有量の関係

� セサミンおよびセサモリン高含有品種「ごまぞう」の育成と成分含有量の変動

図１４ Ｆ２個体とＦ３系統のセサモリン含有量の関係
ｒはそれぞれの交雑組合せにおけるセサミン含有量に関するF２個体
と F３系統の間の相関係数を示す。
＊＊は１％水準で有意であることを示す。

ｒはそれぞれの交雑組合せにおけるセサモリン含有量に関するF２個
体と F３系統の間の相関係数を示す。
＊＊は１％水準で有意であることを示す。

４６ 作物研究所研究報告 第９号（２００８．３）



２ 「ごまぞう」における栽培年次によ
る成分含有量の変動

本研究で着目したセサミンやセサモリン含有

量は、栽培地や霜害などによって変動すること

が報告されている（Beroza et al.１９５５）。 また、
これらの成分の含有量は同一個体内でも種子の

登熟時期や登熟期間の環境条件によって変動す

ることが明らかになっている（安本ら２００５）。

そこで、本節においてはセサミンおよびセサ

モリン高含有品種「ごまぞう」の栽培年次によ

る成分特性の変動を明らかにしようとした。

１）材料および方法

「ごまぞう」（旧系統名ゴマ「関東１２号」）お

よび対照品種として茨城県南部で多く栽培され

ている金ごま在来系統の「真瀬金」を用いた。

両品種を１９９９年から２００１年の３ヵ年、農業研究

センター（現中央農業総合研究センター）谷和

原畑圃場（茨城県つくばみらい市）で栽培した。

栽培法は�．１と同じとした。両系統とも成熟
期（下位�果が裂開した時期）に収穫した。収
穫した種子のセサミンおよびセサモリンは�で
確立した手法（Shirato-Yasumoto et al.２００３）
で定量した。また、各年次で対照品種「真瀬金」

との収量やセサミンおよびセサモリン含有量と

の比を求め、その平均値を表５に示した。

２）結果および考察

３ヵ年の実験の結果、「ごまぞう」のセサミ

ン含有量は「真瀬金」の２．３倍、セサモリン含

有量は１．６倍で、高リグナン系統の「H６５」と

ほぼ同等の含有量で、セサミンおよびセサモリ

ン含有量は安定して高かった。子実収量は対照

品種「真瀬金」対比で１１５であり、３ヵ年を通

じて多収性を示し、千粒量は「真瀬金」とほぼ

同じであった（表５）。これらの結果から、「ご

まぞう」は栽培年次に関わらず「真瀬金」より

安定して高いリグナン含有量であることが明ら

かになった。

３ 「ごまぞう」における栽培地による
成分含有量の変動

種子成分が栽培地域により異なることはヒマ

ワリの脂肪酸組成（Jose et al.１９９０）やダイズ
のイソフラボン含有量（Tsukamoto et al.１９９５）
など、他の油料作物でも調査されており、特に

栽培地の登熟期間の平均気温や気象条件の影響

が大きいことが報告されている。またゴマでは

Yermanos et al．（１９７２）が１０カ国から収集し
た７２１点の遺伝資源を用いて栽培地域と含油量、

脂肪酸組成、種皮色を調査し、早生品種では含

油量が高い傾向があること、早生品種または種

皮色が黄色の種子、大粒種子では不飽和脂肪酸

表５ 「ごまぞう」の収量および収穫物の品質

品種名
または系統名

試験
年次

子実重量
（kg／a）

比＊
千粒重
（g）

セサミン
含有量（mg／g）

比＊
セサモリン
含有量（mg／g）

比＊

ごまぞう １９９９ １４．２ １２５ － １０．１ ２４６ ４．４ ２００

２０００ ７．３ ９５ ２．４ ８．７ ２３５ ３．９ １４４

２００１ １５．４ １２４ ２．４ ８．２ ２１０ ４．０ １４３

平均 １２．３ １１５ ２．４ ９．０ ２３１ ４．１ １６２

標）真瀬金 １９９９ １１．４ １００ － ４．１ １００ ２．２ １００

２０００ ７．７ １００ ２．３ ３．７ １００ ２．７ １００

２００１ １２．４ １００ ２．５ ３．９ １００ ２．８ １００

平均 １０．５ １００ ２．４ ３．９ １００ ２．６ １００

比）TOYAMA０１６ １９９９ － － － － － － －

２０００ ５．９ ７７ ２．５ ５．２ １４１ ０．４ １５

２００１ １１．０ ８９ ２．５ ５．９ １５１ ０．２ ７

平均 ８．５ ８３ ２．５ ５．６ １４６ ０．３ １１

比）H６５ １９９９ － － － － － － －

２０００ ０．２ ３ ０．９ １０．１ ２７３ ４．２ １５６

２００１ ０．３ ２ ０．９ ８．８ ２２６ ４．６ １６４

平均 ０．３ ３ ０．９ ９．５ ２４９ ４．４ １６０

＊比は年次毎の「真瀬金」の子実重量、セサミン含有量およびセサモリン含有量を１００とした時の相対値を示す。

安本 知子：ゴマ種子中のセサミン・セサモリン含有量の変動要因解析と
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含量を示すヨウ素価が低い傾向があることなど

を報告している。リグナン類についてもセサミ

ンやセサモリンにおいて、霜害などの環境要因

により変動することが報告され（Beroza et al.
１９５５）、Kang et al.（２０００）は韓国のゴマ遺伝
資源におけるセサミンおよびセサモリン含有量

と総リグナン含有量、脂肪酸組成について報告

している。「ごまぞう」においてもセサミンと

セサモリン含有量についてその安定性を確認す

ることは重要と考えられる。

そこで、２００１年度に関東以南の７箇所で地域

適応性試験を実施し、「ごまぞう」のセサミン

およびセサモリン含有量の安定性を評価した。

１）材料および方法

「ごまぞう」（旧系統名ゴマ「関東１２号」）と

対照品種として各試験地で栽培されている在来

系統または「真瀬金」を用いた。試験は茨城県、

静岡県、三重県、福岡県、高知県、鹿児島県の

６県７カ所で行った。各地域における慣行法に

より栽培し、開花期などの生態特性と収穫物に

おけるセサミンおよびセサモリン含有量を比較

した。両成分の含有量は２反復で測定した。

２）結果および考察

「ごまぞう」はどの地域においても対照品種

よりやや晩生の開花期り、収穫期も対照品種よ

りやや晩生となる地域もあるがいずれの地域で

も栽培可能であった。各試験地の収穫物のセサ

ミンおよびセサモリン含有量はいずれの試験地

域においても対照品種より高かった（表６）。

したがって、「ごまぞう」は栽培地によらず既

存のゴマ品種よりもセサミンおよびセサモリン

の含有量が高い特性を安定して有すると結論し

た。

４ 「ごまぞう」における収穫時期によ
る成分含有量の変動

�．２、�．３において、「ごまぞう」のセサ
ミンおよびセサモリン含有量は栽培年次や栽培

地域によらず安定して高いことが明らかになっ

た。一方、ゴマ種子中のセサミンおよびセサモ

リンの含有量は登熟時期により変動することが

明らかになっている（Tashiro et al.１９９１、安
本ら２００５）。また、現在のゴマの栽培体系では

収穫時期がイネなどの主要作物の収穫時期と重

なっているため適期収穫が行われず、刈り取り

適期を逸して収穫されることが予想される。こ

のような試料では適期収穫された試料と種子中

のセサミンやセサモリンの含有量に違いが生じ

ることが予測される。

そこで本節では、収穫時期の異なる収穫物に

おけるセサミンおよびセサモリン含有量の変動

について検討した。

１）材料および方法

「ごまぞう」（旧系統名ゴマ「関東１２号」）と

対照品種「真瀬金」を用いた。これらの品種を

農業研究センター（現中央農業総合研究センタ

ー）谷和原畑圃場（現茨城県つくばみらい市）

で栽培した。播種は２００１年５月２９日に行った。

栽培法は�．１と同じとし、１区面積は３３．６ｍ２

とした。最下着�果が裂開した日を成熟日とし
て、その１週間前から６週間後まで１週間ごと

に５株ずつ収穫を行った。収穫した株は風乾後

脱粒し、株あたり子実収量を求め、セサミンお

よびセサモリン含有量を簡便法（Shirato-

Yasumoto et al.２００３）により測定した。両成

表６ 「ごまぞう」のセサミンおよびセサモリン含有量の

栽培地による変動

栽培地 品種名
開花期
（月日）

収穫期
（月日）

セサミン
含有量
（mg／g）

セサモリン
含有量
（mg／g）

茨城県
つくば市

ごまぞう
（対照：真瀬金）

７．１８
（７．１５）

９．１８
（８．３０）

８．２
（３．９）

４．０
（２．８）

静岡県
ごまぞう

（対照：真瀬金）
７．２５
（７．２６）

９．１１
（９．１１）

９．１
（４．３）

３．８
（２．８）

三重県
ごまぞう

（対照：金ゴマ）
７．２
（７．２）

８．２０
（８．２４）

１０．９
（３．３）

４．３
（２．３）

福岡県
ごまぞう

（対照：加賀白）
７．１５
（７．１５）

８．１３
（８．２０）

８．０
（３．３）

３．９
（２．０）

高知県
ごまぞう

（対照：真瀬金）
７．１３
（７．１０）

８．１９
（８．１１）

９．２
（３．５）

３．４
（２．２）

鹿児島県
鹿屋市

ごまぞう
（対照：喜界在来）

８．１８
（８．１６）

１０．６
（１０．４）

９．３
（２．４）

４．１
（３．２）

鹿児島県
大島郡

ごまぞう
（対照：喜界在来）

７．２５
（７．２０）

８．３１
（８．２１）

１０．４
（４．０）

３．４
（２．９）

４８ 作物研究所研究報告 第９号（２００８．３）



分の測定は２反復で行った。

２）結果と考察

最下着�果の裂開時期は「真瀬金」が９月３
日で、「ごまぞう」はそれより２週間後の９月

１７日であった（図１５）。子実重は最下着�果が
裂開した時期（成熟日）に最大になり、「ごま

ぞう」が「真瀬金」よりやや多収であった（図

１６）。セサミン含有量は最下着�果が裂開する
前の収穫物で高い傾向があるが、それ以降には

大きな変動はなかった（図１７）。またセサモリ

ン含有量には大きな変動は認められなかった。

「ごまぞう」のセサミンとセサモリン含有量は

いずれの時期の収穫物においても「真瀬金」よ

り安定して高かった（図１６）。

本研究では�において種子の登熟過程でセサ
ミンおよびセサモリン含有量が増減し、成熟と

ともに一旦増加した後、さらに成熟が進むと減

少することを明らかにした。本節では収穫時期

の異なる試料のセサミンおよびセサモリン含有

量の変化を調査した。前述の結果から考えると

収穫時期が遅い株の種子では�果毎の種子の熟
度は進んでいるためこれらの成分の含有量は減

少すると予想されるが、バルク収穫を行った生

産物での種子の含有量には減少は認められなか

った（図１７）。

この要因の一つとして、ゴマの脱粒という生

態的特性が考えられる。ゴマは成熟に伴い�果
が裂開し脱粒する。従って圃場の自然状態でバ

ルク収穫を行うと、熟度が進みセサミンおよび

セサモリン含有量が減少した種子は脱粒により

失われているため、その収穫物における種子の

含有量には減少が認められなかったと考察し

た。

以上の結果から、遺伝資源の中に見出した育

種素材を用いて育成されたゴマ新品種「ごまぞ

図１７ 収穫時期によるセサミンおよびセサモリン含有量の変動

図１５ 各品種の収穫時期

図１６ 収穫時期による収量の変動

■：ごまぞう、△：真瀬金 縦棒は標準偏差を示す。

■：ごまぞう、△：真瀬金 縦棒は標準偏差を示す。
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う」は栽培年次、栽培地、収穫時期によらずセ

サミンおよびセサモリン含有量が既存品種より

安定して増加しており、また、その収量性は既

存品種と同等かそれ以上が期待できた（安本ら

２００５）。このように新たな特性を有し収量性に

も優れた品種は、機能性に着目した食品素材と

して実際に栽培することが可能であり、様々な

新しい需要を創出する素材として有用であると

結論した。

ゴマ種子に含まれるリグナン類における機能

性については特にセサミンやセサモリンに関し

て多くの研究報告がなされている。セサミンに

ついてはマウスで１２ppmのエタノール連続吸

引による血中のトランスアミナーゼ活性

（GOT、GPT）やトリグリセライド濃度の上

昇を抑制する効果が報告されている（Akimoto

et al.１９９３）。またセサミンを０．２％食餌に混入
してラットを１週間飼育した後、化学発ガン剤

のDMBA（７，１２－dimeteylbenz［a］anthracene）

を１０mg 与えると発ガン剤投与１２週目における

乳ガンの発生数が３６％減少することが報告され

ている（Hirose et al.１９９２）。その他、デオキ
シコルチコステロン－食塩高血圧モデルラット

にセサミンを１％配合した飼料を与えることに

よる血圧降下作用（Matsumura et al.１９９５）
や、ラットでの血清脂質を低下させる作用（Hi-

rose et al.１９９１、Hirata et al.１９９６、Ashaku-
mary et al.１９９９）、糸状菌のMortierella alpina
における高度不飽和脂肪酸生合成系でのステア

リン酸からアラキドン酸への生合成に関与する

⊿５不飽和化酵素を特異的に阻害する作用

（Shimizu et al.１９９１）なども報告されている。
セサモリンについてはゴマ油の抗酸化性に寄

与するセサモールやセサミノールの前駆物質と

して生体外での抗酸化性に関与する（Budowski

et al.１９５０a、１９５０b）だけでなく、ラットを用
いた動物実験により、肝臓や腎臓で過酸化脂質

の生成を抑制するなどの機能性を示すこと

（Kang et al．１９９８）が報告されている。また
水溶性の成分であるセサミノール配糖体につい

ても動脈硬化抑制効果（Kang et al.１９９８）な

どの機能性が報告されている。Ashakumary et
al．（１９９９）はセサミン標品をラットの飼料に
添加すると、肝臓ミトコンドリアとペルオキシ

ソームでの脂肪酸代謝酵素活性が量依存的に増

加し、ミトコンドリアでは０．５％添加レベルで

約２倍、ペルオキシソームでは１０倍以上となる

ことを報告した。また０．１～０．４％添加では肝臓

脂肪酸合成酵素の活性が低下し、その低下は

０．２％までの範囲で添加量に応じて大きくなり、

このような代謝酵素の活性変化が血清脂質の低

下にもつながると考えられることを報告した。

Yamashita et al．（１９９５）、池田ら（２０００）は
このような機能性を有するリグナンの含有量が

多いゴマ種子を給餌することで、ラットにおけ

るビタミンE活性が向上することを報告して

いる。�では、セサミンおよびセサモリン含有量
を一般の栽培品種より高めた新品種「ごまぞう」

の生体内における機能性の評価を行うため、同

品種の種子をラットに摂食させ、生体内での脂

質代謝の変化を調査し、機能性の評価を行った。

１）材料および方法

Sprague－Dawley 雄ラットを６～８日間市販

飼料のNMF（オリエンタル社、東京）で予備

飼育した後、平均体重がほぼ均等となるように

４集団（各集団は７から８頭）に分けた。「ご

まぞう」と「真瀬金」をそれぞれNMFに２０％

添加した飼料と、対照としてセサミンおよびセ

サモリンを含まないトウモロコシ油をNMFに

２０％添加した飼料を調製した。供試するゴマ種

子の粗蛋白質量と粗脂肪量を測定し、各試験区

の飼料間でそれらが同じ量となるように、脂質

� セサミンおよびセサモリン高含有品種の機能性評価
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量についてはゴマと脂肪酸組成の近いトウモロ

コシ油を用いて調整し、また蛋白質量はカゼイ

ンを加えて調整し（表７）、乳鉢で十分磨砕し

て、均一にした。調整した飼料中のセサミンお

よびセサモリンの含有量は「真瀬金」ではそれ

ぞれ０．８２mg/g、０．４２mg/g、「ごまぞう」では

２．０２mg/g、０．８８mg/g であった。ラットは室

温２０～２２℃、湿度５５～６５％、日長１２時間に制御

した条件で飼育した。

それぞれの調整飼料で１６日間の飼育後、ラッ

トの肝組織における脂肪酸代謝酵素活性と脂肪

酸合成酵素の活性を測定した。また、血清およ

び肝組織中の脂質含有量を測定した。

脂肪酸代謝酵素活性；肝臓の一部（２g）を切

り出し、１５ml の０．２５Mショ糖液－１mMEDTA

－３mMトリス塩酸（pH７．０）で磨砕した。懸

濁液を用いてミトコンドリア系酵素のカルニチ

ンパルミトイル転移酵素と３－ヒドロキシアシ

ルCo－A脱水素酵素の活性（Ide et al.１９９６）、
ペルオキシソーム酵素であるアシルCo－A酸

化酵素と３－ケトアシルCo－A開裂酵素の活性

（Kabir et al.１９９６）を既報に基づき測定した。
脂肪酸合成酵素活性；肝臓の一部（２g）を

切り出し、１５ml の０．２５Mのショ糖液－１mM

EDTA－３mMトリス塩酸（pH７．０）で摩砕し

た後、×９，０００gで１０分間遠心分離した。その

上清を×２００，０００gで３０分間遠心分離し、その

上清を用いて脂肪酸合成酵素、グルコース６－

リン酸脱水素酵素およびリンゴ酸酵素（Ide et
al.１９９２）、ATP－クエン酸リアーゼ（Takeda et
al.１９６９）、ピルビン酸キナーゼ（Kabir et al.
１９９６）の活性を既報に基づき測定した。

脂質量；血清や肝臓の中性脂肪およびリン脂

質濃度（Ide et al.１９７８）、コレステロール濃度
（Ide et al.１９８２）を測定した。血清の中性脂
質、コレステロールはトリグリセライドテスト

ワコー、コレステロールE－テストワコー臨床

検査薬キット（和光純薬工業（株））を用いて測

定した。また、リン脂質濃度は既報（Feldman

et al.１９６６）に基づき測定した。
測定値については各群間における有意差の有

無を分散分析により検定した（Snedecor et al.

１９８９）。

２）結果および考察

ラットの実験開始時における体重は平均１３４

gであった。室温２０～２２℃、湿度５５～６５％、日

長１２時間に制御した条件で１６日間飼育したラッ

トの飼料摂食量、体重増加量、最終体重を調査

した結果、「ごまぞう」を２０％添加して調製し

た飼料を与えた区、「真瀬金」やトウモロコシ

油を同様に添加した飼料を与えた対照区の間で

有意差は認められなかった（表８）。一方各飼

料区間の肝臓の重量を比較すると、「ごまぞう」

を飼料に２０％添加した区は「真瀬金」を添加し

た区より有意に重かった（表８）。

表７ ゴマ種子混合飼料の成分組成比

表８ 摂食量、体重増加量と最終体重および肝臓重

成分量（g／kg）
ごまぞう
２０％添加

真瀬金
２０％添加

対照
（トウモロコシ油添加）

摩砕ゴマ種子 ２００ ２００ ０

カゼイン １５６ １４９ ２００

コーン油 ０ ６ ８３

セルロース ２４ ２４ ５０

ショ糖 ５７１ ５７１ ６１７

AIN－７６塩混合物 ３５ ３５ ３５

AIN－７６ビタミン混合物 １０ １０ １０

重酒石酸コリン ２ ２ ２

DL－メチオニン ３ ３ ３

脂肪酸組成（g／１００g脂肪酸）
１４：０ ０ ０ ０．１

１６：０ ８．４ ９．７ １１

１６：１ ０．１ ０．１ ０

１８：０ ４．９ ４．８ ２

１８：１ ３７．３ ３９．９ ２９．９

１８：２ ４８．３ ４４．３ ５５．２

１８：３ ０．９ １．２ １．８

食餌グループ
摂食量
（g／day）

体重増加量
（g）

最終体重
（g）

肝臓重
（g／体重１００g）

ごまぞう２０％添加
１９．２
（０．６）

１４１
（８）

２７５
（１０）

５．６２c
（０．２３）

真瀬金２０％添加
１８．５
（０．３）

１３４
（４）

２６７
（５）

４．８８b
（０．１１）

対照
（トウモロコシ油添加）

１８．８
（０．４）

１２８
（３）

２６２
（４）

５．１８bc
（０．１２）

食餌間有意差（５％） n．s． n．s． n．s． ＊

AIN－７６：米国国立栄養研究所（American Institute of Nutrition）
から発表された標準的飼料組成。

n．s．は分散分析の結果 p＜０．０５で有意な差がないことを示す。＊は
p＜０．０５で有意な差があることを示す。肝臓重は体重１００g当りの重
量に換算した値を示す。（ ）内の数字は標準誤差。異なる文字は
Snedecor and Cochran（１９８９）により検定し、有意水準５％で食餌
間に有意差があることを示す。

安本 知子：ゴマ種子中のセサミン・セサモリン含有量の変動要因解析と
高含有品種の育成および脂質代謝における機能性評価 ５１



脂肪酸代謝酵素活性のうち、「ごまぞう」を

２０％添加した区のミトコンドリア系酵素のカル

ニチンパルミトイル転移酵素や３－ヒドロキシ

アシルCo－A脱水素酵素の活性は、対照区に

比べてそれぞれ３．６倍、５．９倍の上昇が認められ、

更に「真瀬金」添加区に比べてもそれぞれ１．６

倍、１．８倍の上昇が認められた。ゴマを添加し

なかった対照区に比べて「ごまぞう」を２０％添

加した区は、ペルオキシソーム系酵素のアシル

Co－A酸化酵素や３－ケトアシルCo－A開裂酵

素の活性はそれぞれ５．４倍、２．８倍増加し、「真

瀬金」添加区に比べてもそれぞれ３．４倍、１．６倍

増加していた（表９）。ゴマを食餌に添加した

区の脂肪酸合成酵素、グルコース６リン酸脱水

素酵素、ATP－クエン酸リアーゼの活性はいず

れも対照区に比べて有意に低下したが、「ごま

ぞう」と「真瀬金」の間で活性に有意な差は認

められなかった。しかし、「ごまぞう」２０％添

加区のリンゴ酸合成酵素活性のみが対照区より

有意に上昇した（表１０）。

「ごまぞう」を食餌に添加したラットの血清

中の中性脂肪濃度は、「真瀬金」を食餌に添加

したラットの濃度より有意に低下した。また、

コレステロールについても「ごまぞう」を添加

したラットと「真瀬金」を添加したラットとの

差は認められなかったが、対照区に比較して有

意に低下した。一方、「ごまぞう」を添加した

ラットの肝組織のリン脂質濃度は対照区や「真

瀬金」添加区より有意に増加した（表１１）。

本研究で調査した酵素は、いずれも肝臓での

脂質のβ酸化に関与する酵素であり、このβ酸

化によって脂肪酸は代謝されトリグリセリドの

合成が制御される（内山・水柿１９７５）。これら

の酵素について、「ごまぞう」を添加した飼料

で飼育したラットは、対照区や「真瀬金」添加

区より代謝酵素の活性が上昇しており、血清中

における中性脂肪の濃度も対照区や「真瀬金」

添加区に比べて有意に低下した。したがって、

セサミンおよびセサモリン高含有品種である

「ごまぞう」は、既存のゴマ品種より肝臓にお

ける脂肪酸代謝促進機能と血清中の中性脂肪を

低下させる機能に優れることが実証された

（Shirato-Yasumoto et al．２００１）。
Ashakumary et al．（１９９９）は、ラットにセサ

ミンを与えることによって肝臓ミトコンドリア

とペルオキシソームにおいて脂肪酸酸化酵素の

パルミトイルCo－A酸化酵素活性が量依存的

に増加することを報告した。すなわち、セサミ

ンを０．２％添加するとミトコンドリアでの活性

は無添加に比べて約５０％増加し、ペルオキシゾ

ームでは約４００％増加した。本研究で「ごまぞ

う」を２０％添加した飼料区では脂肪酸酸化酵素

活性はミトコンドリアで６０％、ペルオキシソー

ムでは５００％増加しており、その食餌中に含ま

表９ 肝臓における脂肪酸代謝酵素活性に及ぼす「ごまぞう」の影響

表１０ 肝臓における脂肪酸合成酵素活性に及ぼす「ごまぞう」の影響

食餌グループ

酵素活性（μmol／min／体重１００gあたり肝組織）
ミトコンドリア系 ペルオキシソーム系

カルニチン
パルミトイル転移酵素

３－ヒドロキシアシル－CoA
脱水酵素

アシルCo-A 酸化酵素
３－ケトアシル－CoA

開裂酵素

ごまぞう２０％添加 １４．７±１．４a １７２９±９６a ７．３±０．５a ５３８±２３a

真瀬金２０％添加 ９．１±０．８b ９８１±３８b ２．２±０．２b ３２９±２８b

対照（トウモロコシ油添加） ４．１±０．６c ２９３±２５c １．４±０．１b １９５±１３c

食餌グループ

酵素活性（μmol／min／体重１００gあたり肝組織）
脂肪酸
合成酵素

グルコース－６－P
脱水素酵素

リンゴ酸
酵素

ATP－クエン酸
リアーゼ

ピルビン酸
キナーゼ

ごまぞう２０％添加 ３．４±０．５a １１．５±０．７a ７８．７±８．５b １１．５±０．７a １００±１０a

真瀬金２０％添加 ３．５±０．８a ８．６±１．０a ３４．７±５．０a ８．６±１．０a １１８±６a

対照（トウモロコシ油添加） １１．７±１．６b ３６．３±５．５b ５１．４±５．３a ３６．３±５．５b ２６８±１７b

７～８匹のラットの平均値±標準誤差。異なる文字の間には p＜０．０５で食餌間に有意な差があることを示す。

７～８匹のラットの平均値±標準誤差。異なる文字の間には p＜０．０５で食餌間に有意な差があることを示す。

５２ 作物研究所研究報告 第９号（２００８．３）



れるセサミンの量２．０２g/�から想定される活
性の増加より大きな増加が認められた。この理

由として食餌として与えたゴマ種子には、セサ

モリンなどの他のリグナン類も含まれており、

これらの成分も活性の上昇に関与したことが推

察される。

一方、脂肪酸合成酵素の活性についてはゴマ

を添加した食餌で飼育したラットで活性の低下

が認められたが、「ごまぞう」添加区と「真瀬

金」添加区の間に差は認められなかった。脂肪

酸合成酵素やピルビン酸キナーゼの活性抑制に

ついては、セサミン摂取量が１g/�以上では
活性の抑制効果はほぼ同じであることが報告さ

れており（Ashakumary et al．１９９９）、このた
め「ごまぞう」添加区と「真瀬金」添加区の間

でこれらの活性に差がなかったと考えられた。

以上をまとめると、「ごまぞう」は「真瀬金」

に比べて肝臓における脂肪酸代謝を促進し、血

清中の中性脂肪を低下させる機能に優れている

ことが明らかになった（Shirato-Yasumoto et
al.２００１）。

１ ゴマ種子に含まれるリグナンの機能性

リグナンとはC6－C3のフェニルプロパン構造

の化合物が酸化的に遊離基を生成しβ－β位で

結合した二量体天然物をいう。この物質は多く

の植物に含まれており、リグナン産生植物とし

て５８科 が 報 告 さ れ て い る（MacRae et al.
１９８４）。ゴマ種子中に含まれるセサミンおよび

セサモリンはこのリグナン類と総称される構造

的に類似した成分の一つで、ゴマ属に近縁な属

の植物での産生が報告されている（Dorothea et
al.１９８５）。
Eagleson（１９４０）はゴマ油の殺虫に関する

機能性を報告し、Haller et al.（１９４２）はセサ
ミンのメチレンジオキシフェニル基がそれに関

与していることを報告した。Bhiravamurty et
al．（１９７９）はセサミンやセサモリンの植物体
に対する機能として種子の休眠への関与を報告

した。この中でこれらの成分は、単子葉のイネ

よりラッカセイやキュウリなど双子葉植物に対

してより強く発芽阻害作用を示し、その影響は

炭水化物を貯蔵物質とする種子より脂質を貯蔵

物質とする種子で強いことから、脂質の流動化

の開始を制御する物質の生成に影響することを

示した。

種子成分に関する育種は様々な作物で行われ

ている。ダイズでは種子貯蔵蛋白質の組成に着

目し、ほぼ等量ずつから構成されている７Ｓグ

ロブリンと１１Ｓグロブリンのうち７Ｓグロブリ

ンを低下させ、制限アミノ酸である含硫アミノ

酸の含有量が多い１１Ｓグロブリンの割合を増や

表１１ 血清および肝組織中の脂肪レベルに及ぼす「ごまぞう」の影響

� 総合考察

食餌グループ
脂質成分

中性脂肪 コレステロール リン脂質

《血清脂肪（μmol／dL）》
ごまぞう２０％添加 １７７±１１a ２５４±８a ２７２±１６a

真瀬金２０％添加 ２９４±３７b ２４６±１５a ２２３±１４b

対照（コーン油添加） ３３９±４６b ３００±１１b ２５０±１０ab

《肝脂肪（μmol／体重１００gあたり肝組織）》
ごまぞう２０％添加 １５３±１８ ３４．７±１．６ ２４７±９a

真瀬金２０％添加 １５１±８ ３０．７±０．８ １７７±５b

対照（コーン油添加） １７８±４２ ３４．３±２．０ １６２±４b

７～８匹のラットの平均値±標準誤差。異なる文字の間には p＜０．０５で食餌間に有意な差があることを示す。

安本 知子：ゴマ種子中のセサミン・セサモリン含有量の変動要因解析と
高含有品種の育成および脂質代謝における機能性評価 ５３



す蛋白質組成に関する育種が行われた（Ogawa

et al.１９８９）。
また、種子成分における生理機能性が明らか

にされるのに伴い、機能性に着目した育種も進

められている。ソバではフラボノイドの一種で

血圧上昇抑制効果を有するルチン（Matsubara

et al.１９８５）に着目し、その含有量の多い品種
「サンルチン」が育成された（南ら２０００、Minami

et al.２００１）。チャのポリフェノール画分のカ
テキン類は食品中の油脂の酸化防止、α－トコ
フェロールとの相乗的抗酸化作用（松崎ら

１９８５）、ボツリヌス菌やセレウス菌、腸炎ビブ

リオなどに対する抗菌作用（原・渡辺１９８９、

原・石上１９８９）、また抗ウィルス作用としてイ

ンフルエンザに対する感染阻止作用（中山ら

１９９２）など多くの機能性を示すことが報告され、

この含有量の多い品種が育成された（武田ら

１９９４）。

本研究で着目したゴマのセサミンとセサモリ

ンについても、その生体内での生理作用に関し

て多くの報告が行われている。セサミンについ

てはこれを食餌に添加したラットやハムスター

において血清や肝臓でのコレステロールが低下

すること（Hirose et al．１９９１）、エタノールと
ともにセサミンを１％添加した飼料を与えると

セサミンを添加しなかった飼料を与えたラット

より肝臓への脂肪沈着や血清の肝機能指標が改

善される作用（Akimoto et al.１９９３）、脳卒中
易発症性高血圧自然発症ラットを用いてこのラ

ットに１％セサミンを添加した飼料を与えると

血圧が低下する作用 （Matsumura et al.１９９５）
や脂質代謝酵素の活性向上作用（Ashakumary

et al.１９９９）などが報告された。また、セサモ
リンは生体外での機能性として従来報告されて

いた油の抗酸化作用（Budowski １９５０、福田ら

１９８１）だけではなく、DNAの酸化障害抑制作

用（Kang et al.１９９８）など生体内における抗
酸化性も報告され、セサミンとともに機能性を

有する種子成分として注目されている。

本研究では、これらの機能性成分の含有量が

多いゴマの新品種を育成するとともに、その成

分安定性や健康機能性を実証した。まず、�に

おいてセサミンおよびセサモリンの分析法、抽

出法、試料調製法を改良し、約３０分を要してい

た従来の分析時間を約６分に短縮した。また、

抽出溶媒を毒性の低いエタノールに替えること

が可能であること、さらに試料種子量は５０mg

で２回抽出を行うことで安定した分析値が得ら

れることを明らかにし、育種の選抜過程に適用

できる迅速分析法を開発した（図５）。�にお
いて、ゴマ種子中のセサミンおよびセサモリン

含有量は開花後日数に伴って増減しており、こ

れらは�果の登熟ステージを反映している（表
３）ことを明らかにした。また、生育ステージ

が異なる個体間でも登熟期間が同じ�果の種子
を用いて、その種子中のセサミンおよびセサモ

リン含有量を分析することで含有量の品種・系

統間差が検出できることを明らかにし、このよ

うなサンプリング法によりセサミンおよびセサ

モリン含有量の品種・系統間差が評価できる

（表４）という結論に達した。�ではゴマ遺伝
資源におけるセサミンおよびセサモリン含有量

の遺伝変異を調査し、既報（福田ら１９８８）よ

り広い変異を有する集団を得た。この集団の中

にセサミンおよびセサモリン含有量がともに高

い遺伝資源「H６５」を見出し、「H６５」を用いて、

これらの含有量が低い遺伝資源との交雑実験を

行った。F２集団の熟度がほぼ揃った種子を用い

てセサミンおよびセサモリン含有量を測定し、

含有量の分布は正、逆の交雑組合せで母方や父

方どちらかだけに偏った分布ではない正規分布

に近いことを示し、これらの結果から、成分含

有量が複数の遺伝子によって支配されていると

推察した。一方、セサミンおよびセサモリン含

有量ともに、F２個体とそのF３系統の間に高い

世代間相関が認められた（図１３、図１４）ことか

ら、セサミンおよびセサモリン含有量の高い品

種の育成のためには初期世代であるF２集団で

高含有個体を選抜することが有効であるという

結論に達した。�では育成したゴマ新品種「ご
まぞう」を３ヵ年栽培し、栽培年次によらずセ

サミンおよびセサモリン含有量が対照品種「真

瀬金」より多く、また多収性であることを明ら

かにした（表５）。さらに、関東以南の７箇所

５４ 作物研究所研究報告 第９号（２００８．３）



で地域適応性試験を実施し、「ごまぞう」はい

ずれの試験地域でも栽培が可能であり、各試験

地の収穫物は対照品種よりセサミンおよびセサ

モリン含有量が安定して高い（表６）ことを明

らかにした。また、収穫時期が異なる収穫物の

セサミンおよびセサモリン含有量を測定し、い

ずれの収穫物においても「ごまぞう」は対照品

種「真瀬金」よりこれらの含有量が多いことを

明らかにした。これらの結果を踏まえて、「ご

まぞう」は栽培年次、栽培地、収穫時期によら

ず安定してセサミンおよびセサモリン含有量が

高い品種であると結論した。�では、「ごまぞ
う」の種子を食餌に添加したラットで、対照品

種「真瀬金」を食餌に添加したラットより肝臓

における脂肪酸代謝酵素の活性が上昇する（表

９）こと、また、血清中の中性脂肪が対照品種

「真瀬金」を食餌に添加したラットに比べて有

意に低下することをする（表１１）ことを明らか

にし、「ごまぞう」は対照品種「真瀬金」に比

べて、肝臓における脂肪酸代謝を促進する機能

や、血清中の中性脂肪を低下させる機能に優れ

た品種であることを実証した。

ゴマのリグナン類には、水溶性と脂溶性があ

りそれぞれに生理機能性が報告されている。本

報告ではそのうち脂溶性リグナン類であるセサ

ミンとセサモリンに着目し研究を進めている

が、今後、ゴマの生理機能性の向上を図るため

には、利用形態の多様化を考慮して水溶性リグ

ナン類も含めた生理機能性成分について特性を

解明し、さらに優れた育種素材の開発を進めて

いくことが必要であると考える。

２ 機能性成分に関する育種と機能性農
産物の展望

日本人の食生活は戦後から高度経済成長期を

経て現在に至るまでに大きく変貌し、米を中心

とした従来の伝統的日本型食生活から欧米型の

洋食風食生活への転換が進んだ。食生活の変化

とそれに対するニーズの多様化によって、加工

食品の利用が進み、食の外部化・簡便化傾向が

強まる中で栄養バランスに偏りが生じ、脂肪の

過剰摂取、カルシウムの摂取不足、塩分の過剰

摂取などの様々な問題が指摘されるようになっ

た。このような食生活の変化は、がん、動脈硬

化、心臓病、高脂血症などの「生活習慣病」を

引き起こす要因の一つとなっており、これらの

予防として食品がもつ生体調節機能が注目され

ている（篠原 ２０００、Shinohara et al.１９８８、
Morita et al.１９７８）。本研究で着目したゴマの
他にも前述のダイズ（Ogawa et al.１９８９）、ソ
バ（伊藤ら２００２、２００４）、チャ（武田ら１９９４）

やサツマイモ（山川ら１９９７）などで機能性成

分の含有量を高めた品種の育成が行われた。

ダイズでは抗ガン作用や抗コレステロール作

用などを示すイソフラボンを子実に多く含む品

種「フクイブキ」が育成され（島田ら２００４）、

奨励品種として栽培されている。

また、毛細血管を強化する作用や血圧降下作

用、抗酸化性などの機能性を示し、ソバに唯一

含まれる成分であるルチン（岩科１９９４、Oh-

sawa et al.１９９５、鈴木ら２０００、森下ら２００２）
が着目され、従来の品種「信濃１号」に比べて

４割も含有量が多く栽培特性にも優れる「とよ

むすめ」が育成され、広島県で普及している

（伊藤ら２００５）。

チャでカテキンが抗酸化作用や抗菌作用など

を示すことが報告されているが（山本１９９６）、

この含有量が多く耐寒性や収量性に優れた「べ

にふうき」が育成され、本州中部以南を栽培適

地とした香気や滋味に優れた半発酵茶用品種と

して命名登録が行われた（武田ら１９９４）。さら

にこの品種の茶葉中の成分メチルカテキンに抗

アレルギー作用などがあることが明らかにされ

（山本（前田）２００２、山本（前田）ら２００４）、飲料

などに市販されている。

サツマイモでは抗変異原性（Shinohara et al.
１９８８）などの機能性をもつβ－カロテンを多く

含む「ベニハヤト」（坂本ら１９８７）、「ジェイレ

ッド」（山川ら１９９８）や抗酸化性や抗変異原性

（Yoshimoto et al.１９９９）などの機能性を示す
アントシアニンを従来品種より多く含みかつデ

ンプン含有量も多く多収性の「アヤムラサキ」

が育成された（山川ら１９９７）。これらの新品種

安本 知子：ゴマ種子中のセサミン・セサモリン含有量の変動要因解析と
高含有品種の育成および脂質代謝における機能性評価 ５５



の育成に伴う商品開発も進み、色素やペースト、

パウダーなどへの加工用カンショとして新たな

利用の促進が図られている（山川ら１９９８、

１９９９）。

このように機能性成分を多く含む品種の育成

やその利用が進められる一方で、機能性を有す

る食品成分について新たな成分の検索や報告さ

れている機能性成分について作用機構の解明な

どの研究も進められている。

ゴマの種子成分についても前述のようにセサ

ミンとセサモリンに生体調節機能があることが

既に明らかにされている。セサミンを含有した

サプリメントは既に販売されており、ゴマのリ

グナン類は機能性成分として広く一般に周知さ

れている。本研究で育成したセサミンとセサモ

リンの含有量が多い「ごまぞう」については、

種子の販売が開始されており、機能性成分の含

有量を増加して健康維持に役立つ新規な特性を

付与した品種として、需要の開拓に繋がるもの

と考えられる。

現在、日本で消費されているゴマの多くは海

外から輸入されており、安価なゴマが大量に輸

入されることで、従来のゴマ栽培は大きく減少

した（安本ら２００４）。しかし、一方ではゴマの

健康機能性に着目した新たな需要に呼応して新

規にゴマの栽培を始める農家も出てきている。

本研究で着目したセサミンおよびセサモリンの

健康機能性に着目して育成した品種「ごまぞう」

は海外輸入品との差別化も可能であり、これら

の動向にも対応するものとしてゴマの国内生産

拡大に貢献できる有用な育種戦略素材の一つと

なると考える。

本論文をまとめるにあたり、ご指導ならびに

原稿校閲の労をとっていただきました東北大学
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に心から感謝いたします。本論文に関し、懇切
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企画管理室長峰司博士に心から感謝いたしま

す。また、研究の端緒を与えて下さいました元

資源作物育種研究室古明地通孝室長に厚くお礼

申し上げます。貴重なご助言をいただきました
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します。また、分析法の開発にご協力いただき

ました名古屋大学大澤俊彦博士ならびに名古屋

女子大学福田靖子博士に厚くお礼申し上げま

す。「ごまぞう」の機能性評価試験に多大なご

協力をいただきました食品総合研究所元栄養化

学研究室長井手隆博士（現栄養機能ユニット長）

に心から感謝の意を表します。研究の遂行にあ

たり貴重なご助言をいただきました作物研究所

元甘しょ育種研究室長中谷誠博士（現農林水産

省大臣官房）、北海道農業研究センター元遺伝

資源利用研究室本田裕室長（現寒冷地域特産研

究チーム）、元近畿中国四国農業研究センター

資源作物研究室杉浦誠室長（現中山間耕畜連携・

水田輪作研究チーム）、元作物研究所資源作物

育種研究室G．M．Ali 博士に厚くお礼申し上げ

ます。また、中央農業総合研究センター業務１

科、業務３科職員、非常勤職員および資源作物

育種研究室非常勤職員の方々には実験の遂行に

あたり多大な協力をいただきました。ここに記

して深く感謝いたします。

謝 辞

５６ 作物研究所研究報告 第９号（２００８．３）



Akimoto, K., Y. Kitagawa, T. Akamatsu, N. Hi-

rose,M. Sugano, S. Shimizu and H. Yamada

(1993) Protective effects of sesamin against

liver damage caused by alcohol or carbon

tetrachloride in rodents. Annals of Nutrition

& Metabolism 37: 218－224.

Ashakumary, L., I. Rouyer, Y. Takahashi, T.

Ide, N. Fukuda, T. Aoyama, T. Hashimoto,

M. Mizugaki and M. Sugano (1999) Sesamin,

a sesame lignan, is a potent inducer of he-

patic fatty acid oxidation in the rat. Metabo-

lism 48(10): 1303－1313.

Balan, A., M. S. Dorairaj and N. Anitha (1996)

Association of dry matter components with

seed yield in sesame. Madras Agricultural

Journal 83(1): 70－71.

Baydar, H., R. Marquard and I. Turgut (1999)

Pure line selection for improved yield, oil

content and different fatty acid composition

of sesame, Sesamum indicum. Plant Breed-
ing Turkey 118(5): 462－464.

Beroza, M. and M. L. Kinman (1955) Sesamin,

sesamolin, and sesamol content of the oil of

sesame seed as affected by strain, location

grown, ageing, and frost damage. The Jour-

nal of the american oil chemists' society 32:

348－350.

Bhiravamurty, P. V., R. D. Kanakala, E. V. Rao

and K. V. Sastry (1979) Effect of some furo-

furanoid lignans on three species of seeds.

Current Science 48 (21): 949－950.

Budowsky, P. (1950a) Sesame oil. �. Antioxi-
dant properties of sesamol. The Journal of

the American Oil Chemists’Society 27: 264

－267.

Budowsky, P. (1950b) Sesame oil. �. The sta-
bility of sesame oil. The Journal of the

American Oil Chemists’Society 27: 377－380.

Budowsky, P. and K. S. Markley (1951) The

chemical and physiological properties of ses-

ame oil. Chemical Review 48:125－151.

Budowsky, P. (1964) Recent research on

sesamin, sesamolin and related compounds.

The Journal of the American Oil Chemists’

Society 41: 280－285.

Dikshit, U. N. and D. Swain (2000) Genetic di-

vergence and heterosis in sesame. Indian

Journal of Genetics & Plant Breeding 60(2):

213－219.

Dorothea, B., D. S. Seigler and J. R. Harlan

(1985) Sesamin, sesamolin and the origin of

sesame. Biochemical Systematics and Ecol-

ogy 13 (2): 133－139.

Dorothea, B. (2003) Evolution of sesame revis-

ited: domestication, diversity and prospects.

Genetic Resources and Crop Evolution 50:

779－787.

Durga, K. K. and G. Raghunadham (2001) Het-

erosis for morphological, reproductive and

yield attributes with selected genotypes of

sesame (Sesamum indicum L.). Journal of

Research ANGRAU 29 (1): 16－21.

Eaglson, C., U. S. Patent (1942) Soap and Sanit.

Chemicals 18 (12):125.

原征彦・渡辺真由美（１９８９）茶ポリフェノール

類のボツリヌス菌に対する抗菌作用．日本食

品工業学会誌３６（１２）：９５１－９５５．

原征彦・石上正（１９８９）茶ポリフェノール類の

食中毒細菌に対する抗菌活性．日本食品工業

学会誌３６（１２）：９９６－９９９．

Haller, H. L., E. R. McGorvan, L. D. Goodhue

and W. N. Sullivan (1942) The synergistic

action of sesamin with pyrethrum insecti-

cides. The Journal of Organic chemistry 7:

183－184.

Feldman, G. L. and L. S. Feldman (1966) Quan-

引用文献

安本 知子：ゴマ種子中のセサミン・セサモリン含有量の変動要因解析と
高含有品種の育成および脂質代謝における機能性評価 ５７



titative analysis of phospholipids by thin－

layer chromatography and analysis of spots.

Hirata, F., K. Fujita, Y. Ishikura, K. Hosoda, T.

Ishikawa and H. Nakamura (1996) Hypocho-

lesterolemic effect of sesame lignan in hu-

mans. Atherosclerosis 122: 135－136.

Hirose, N., T. Inoue, K. Nishihara, M. Sugano,

K. Akimoto, S. Shimizu and H. Yamada

(1991) Inhibition of cholesterol absorption

and synthesis in rats by sesamin. Journal of

Lipid Research 32: 629－638.

Hirose, N., F. Doi, T. Ueki, K. Akazawa, K. Chi-

jiwa, M. Sugano, K. Akimoto, S. Shimizu and

H. Yamada (1992) Suppressive effect of ses-

ame against 7,12－dimethylbenz[a]anthra-

cene induced rat mammary carcinogenesis.

Anticancer Research 12: 1259－1266.

福田靖子・大澤俊彦・並木満夫（１９８１）ゴマの

抗酸化性について．日本食品工業学会誌２８

（８）：４６１－４６４．

Fukuda, Y., M. Nagata, T. Osawa and M.

Namiki (1986) Contribution of lignan ana-

logues to antioxidative activity of refined

unroasted sesame seed oil. Journal of the

American Oil Chemists’Society 63 (8): 1027

－1031.

福田靖子・大澤俊彦・川岸舜朗・並木満夫（１９８８）

国産ゴマ品種間のセサモリンおよびリグナン

抗酸化性物質の比較．日本食品工業学会誌３５

（７）：４８３－４８６．

Ide, T., H. Okamatsu and M. Sugano (1978)

Regulation by dietary fats of 3－hydroxy－3－

methylglutaryl－coenzyme A reductase in

rat liver. Journal of Nutrition 108: 601－612.

Ide, T., H. Oku and M. Sugano (1982) Recipro-

cal response to clofibrate in ketogenesis and

triglyceride and cholesterol secretion in iso-

lated rat liver. Metabolism 31: 1065－1072.

Ide, T., S. Hirabayashi, S. Kano and M. Sugano

(1992) Soybean phospholipid dependent re-

ductions in triacylglycerol concentration

and synthesis in the liver of fasted－refed

rats. Biochemica et Biophysica Acta 1124:

163－170.

Ide, T., M. Murata and M. Sugano (1996)

Stimulation of the activities of hepatic fatty

acid oxidation enzymes by dietary fat rich

α－linolenic acid in rats. Journal of Lipid Re-
search 37: 448－463.

池田彩子・安本（白戸）知子・山下かなへ（２０００）

リグナン高含有ゴマのラット体内ビタミンE

濃度上昇作用．日本家政学会誌５１（１１）：１０１７

－１０２５．

伊藤誠治・大澤良・堤忠弘・馬場孝秀・荒川

明・林敬子・中村恵美子（２００２）多収でルチ

ン含量が改善されたそば新品種候補系統「北

陸２号」．農業技術研究機構研究成果情報�：
３２－３３．

伊藤誠治・大澤良・堤忠弘・馬場孝秀・荒川

明・林敬子・中村恵美子（２００４）豊かな香り

で美味しいそば新品種「とよむすめ」の選定．

農業技術研究機構研究成果情報．

伊藤誠治・大澤良・堤忠弘・馬場孝秀・荒川

明・林敬子・中村恵美子（２００５）多収でルチ

ン含量が改善されたそば新品種「とよむすめ」

の育成．中央農業総合研究センター研究報告

６：１－１３．

岩科司（１９９４）食品に含まれるフラボノイドと

その機能１．果物のフラボノイド．食品工業

３７：５１－７０．

Jose R. L., D. Urscino and R. D. Quidiello

(1990) Difinite influence of location and cli-

matic condition on fatty acid composition of

sunflower seed oil. Journal of the American

Oil Chemists’Society 67 (10): 618－623.

Kabir, Y. and T. Ide (1996) Activity of hepatic

fatty acid oxidation enzymes in rats fed α－
linolenic acid. Biochemica et Biophysica

Acta 1304: 105－119.

Kamala, T. (1999) Gene action for seed yield

and yield components in sesame (Sesamum
indicum). Indian Journal of Agricultural Sci-
ences 69(11) : 773－774.

Kang, M－H., H. Katsuzaki and T. Osawa

５８ 作物研究所研究報告 第９号（２００８．３）



(1998) Inhibition of 2,2'－ Azobis ( 2,4－di-

methylvaleronitrile)－induced lipid peroxida-

tion by sesaminols. Lipids 33 (10): 1031－1036.

Kang, M－H., M. Naito, N. Tsujihara and T.

Osawa (1998) Sesamolin inhibits lipid peroxi-

dation in rat liver and kidney. Journal of

Nutrition 128 (6): 1018－1022.

Kang, M－H., M. K. Oh, J. K. Bang, D. H. Kim,

C. H. Kang and B. H. Lee (2000) Varietal dif-

ference of lignan contents and fatty acids

composition in Korean sesame cultivars. Ko-

rean Journal of Crop science 45(3): 203－206.

Karuppaiyan, R. and P. Ramasamy (2000)

Cause and effect relationship between seed

yield and its components in sesame. Madras

Agricultural Journal 87 (1/3): 74－76.

河西稟衛（１９５３）胡麻の品種に関する研究．第

２報 移植の影響及び含油量に就いて．日作

紀 ２２：１２９－１３０．

小林貞作（１９７７）ゴマ．特集・特用作物 遺伝

５月号：５４－６４．

小林貞作（１９８６）ゴマの来た道．岩波書店，東

京．

Langham, D. G. (1945a) Genetics of sesame �.
The Journal of Heredity 36: 135－142.

Langham, D. G. (1945b) Genetics of sesame �.
Inheritance of seed pod number, aphid re-

sistance, "yellow leaf", and wrinkled leaves.

The Journal of Heredity 36: 245－253.

MacRae, W. D. and G. H. N. Towers (1984) Bio-

logical activities of lignans. Phytochemistry

23 (6): 1207－1220.

Mansouri, S. and M. R. Ahmadi (1998) Study

of combining ability and gene effect on ses-

ame lines by diallel cross method. Indian

Journal of Agricultural Sciences 29 (1): 47－

55.

Massuo J. K., A. C. Laurence, B. Davin and N.

G. Lewis (1998) Biosynthesis of antioxidant

lignans in Sesamum indicum seeds. Phyto-

chemistry 47(4): 583－591.

Matsubara, Y., H. Kumamoto, Y. Iizuka, T.

Murakami, K. Okamoto and H. Miyake

(1985) Structure and hypotensive effect of

flavonoid glycosides in Citrus unshiu peel-
ings. Agricultural and biological chemistry

49 (4): 909－914.

Matsumura, Y., S. Kita, S. Morimoto, K. Aki-

moto, M. Furuya, N. Oka and T. Tanaka

(1995) Antihypertensive effect of Sesamin.

�. Protection against deoxycosterone Ace-
tate－Salt－induced hypertension and cardio-

vascularhypertrophy. Biological and Phar-

maceutical Bulletin 18 (7): 1016－1019.

松崎妙子・原征彦（１９８５）茶葉カテキン類の抗

酸化作用について．日本農芸化学会誌 ５９

（２）：１２９－１３４．

Minami, M., H. Kitabayashi, K. Nemoto and A.

Ujihara (2001) Breeding of high rutin con-

tent common buckwheat, "SunRutin". Ad-

vances in Buckwheat Research (Proc. 8th

Intl. Symp. Buckwheat at Chunchon).: 367－

370.

南峰夫・北林広巳・堀井朝運・氏原暉男（２０００）

普通ソバ高ルチン含有品種「サンルチン」の

開発．食品工業４３（６）１９－２４．

Mishra, A., B. Pradhan, K. C. Muduli and S.

Mukhopadhyay (1997) Comparison of varie-

tal performance and inter－relationship

among yield attributing traits of sesamum

(Sesamum indicum L.). Environment and

Ecology 15(2): 478－481.

森下敏和・手塚隆久（２００２）九州における普通

ソバ子実のルチン、粗蛋白および粗脂肪含有

量の品種間差異．日作紀７１（２）：１９２－１９７．

Mosjidis, J. A. and D. M. Yermanos (1985)

Plant position effect on seed weight, oil con-

tent, and oil composition in sesame.

Euphytica 34: 193－199.

Morita, K., M. Hara and T. Kada (1978) Studies

on natural desmutagens : Screening for

vegetable and fruit factors active in inacti-

vation of mutagenic pyrolysis products

from amino acids. Agricultural and biologi-

安本 知子：ゴマ種子中のセサミン・セサモリン含有量の変動要因解析と
高含有品種の育成および脂質代謝における機能性評価 ５９



cal chemistry 42(6): 1235－1238.

中山幹男・戸田眞佐子・大久保幸枝・原征彦・

島村忠勝（１９９２）茶のインフルエンザウィル

スに対する in vivoでの感染阻止効果．日本
細菌学雑誌４７（１）９８．

Nimbalkar, C. A., P. A. Navale and D. D. Up-

lap (1999) Relative contribution of compo-

nent characters on yield of Sesamum. Jour-
nal of Maharashtra Agricultural Universi-

ties 24(3): 260－262.

農業生物資源研究所農業生物資源ジーンバン

ク．植物遺伝資源特性評価マニュアル．「ゴ

マ」一次必須項目．

農林水産省生産局特産振興課資料（２００３）特殊

農産物生産実績．pp４．

Ogawa, T., E. Tayama, K. Kitamura and N.

Kaizuma (1989) Genetic improvement of

seed storage proteins using three variant al-

leles of 7S globulin subunits in soybean

(Glycine max L.) Japanese Journal of Breed-
ing Science 39: 137－147.

Ohsawa, R. and T. Tsutsumi (1995) Inter-

varietal of rutin content in common buck-

wheat flour (Fagopyrum esculentum Moench.)
Euphytica 86: 183－189.

財務省貿易統計局（２００３）財務省貿易統計概況

品別表

佐藤新之助・福田靖子・大澤俊彦・田代亨（１９９９）

ゴマ種子の成育に伴うリグナン類の動態につ

いて．Sesame Newsletter １３：６－７．

坂本敏・丸峯正吉・井手義人・山川理・久木村

久・吉田智彦・田渕尚一（１９８７）カンショ新

品種「ベニハヤト」について．九州農業試験

場報告２５（３）：２２５－２５０．

Shimizu, S., K. Akimoto, Y. Shinmen, H.

Kawashima, H. Sugano and H. Yamada

(1991) Sesamin is a potent and specific in-

hibitor of ⊿5 desaturase in polyunsaturated

fatty acid biosynthesis. Lipids 26: 512－516.

Shinohara, K., S. Kuroki, M. Miwa, Z－L. Kong

and H. Hosoda (1988) Antimutagenicity of

dailyzates of vegetables and fruits. Journal

of Agricultural and Biological Chemistry 52

(6): 1369－1375.

篠原和毅（２０００）動物細胞を用いた食品機能性

検定．日本食品科学工学会誌４７（６）：３９９－

４０５．

島田信二・高田吉丈・境哲文・河野雄飛・島田

尚典・高橋浩二・足立大山・田渕公清・菊池

彰夫・湯本節三・中村茂樹・伊藤美環子・番

場宏治・岡部昭典・高橋信夫・渡辺巌・長沢

次男（２００４）耐病虫性・多収・高イソフラボ

ン含有ダイズ新品種「ふくいぶき」の育成．

東北農業研究センター研究報告 １０２：４１－

５６．

Shirato-Yasumoto, S., M. Katsuta, Y. Oku-

yama, Y. Takahashi and T. Ide (2001) Effect

of sesame seeds rich in sesamin and

sesamolin on fatty acid oxidation in rat

liver. Journal of Agricultural and Food

Chemistry 49 (5): 2647－2651.

Shirato-Yasumoto, S., M. Komeichi, Y. Oku-

yama and A. Horigane (2003) A simplified

HPLC quantification of sesamin and sesamo-

lin in sesame seed. SABRAO Journal of

Breeding and Genetics 35 (1): 27－34.

鈴木建夫・進藤久美子（２０００）概説・そばの栄

養成分．そばの栄養．社団法人日本蕎麦協会：

１－４．

Snedecor, G. W., and Cochran, W. G.(1989) Sta-

tistical methods 8th Ed., Iowa state Univer-

sity Press, Ames.

菅井道三（１９８９）ゴマ種子の形成と発芽過程に

おける油脂成分の消長．ゴマの科学．並木満

夫・小林貞作編．朝倉書店，東京．５３－５９．

武田善行・和田光正・根角厚司（１９９４）紅茶及

び半発酵茶用新品種「べにふうき」の育成．

野菜・茶業試験場研究報告６５：４８．

武田珠美・福田靖子（１９９７）ゴマ種子の調理性

に関する研究（第１報）ゴマ種子の炒り条件

と成分の変化．日本家政学会誌 ４８（２）：１３７

－１４３．

Takeda, Y., F. Suzuki and H. Inoue (1969)

ATP citrate lyase (citrate－cleavage en-

６０ 作物研究所研究報告 第９号（２００８．３）



zyme). Methods in Enzymology 13: 153－160.

Tashiro, T., Y. Fukuda, T. Osawa and M.

Namiki (1991) Oil and minor components of

Sesame (Sesamun indicum L.) strains. The

Journal of the American Oil Chemists' Soci-

ety 67(8): 508－511.

Tashiro, T., Y. Fukuda and T. Osawa (1991)

Oil contents of seeds and minor components

in the oil of sesame, Sesamun indicum L.,

as affected by capsule position. Japanese

Journal of Crop Science 60(1): 116－121.

Tocher, J. F. (1893) A further note on sesamin.

The Pharmaceutical Journal and Transac-

tions: 700－702.

Tsukamoto,C.,S. Shimada, K. Igita, S. Kudou,

M. Kokubun, K. Okubo and K. Kitamura

(1995) Factors affecting isoflavone content

in soybean seeds: changes in isoflavones,

saponins, and composition of faty acids at

different temperatures during seed develop-

ment. Journal of Agricultural and Food

Chemistry 43:1184－1192.

内山充・水柿道直（１９７５）脂肪酸のβ－酸化．

脂質の代謝．日本化学会編．東京化学同人．

東京．７４－８７．

山川理・須田郁夫・吉元誠（１９９８）高アントシ

アニンサツマイモの開発と利用．食品・食品

添加物研究誌 １７８：６９－７７．

山川理（１９９９）高色素サツマイモの育種と利用．

農業及び園芸７４（８）：９－１４．

山川理・吉永優・日高操・熊谷亨・小巻克己

（１９９７）カンショ新品種「アヤムラサキ」の

育成．九州農業試験場報告３１：１－２２．

山本（前田）万理（１９９６）茶の体調調節機能．

日本食品科学工学会誌４３（６）：６５３－６６２．

山本（前田）万理（２００２）緑茶の抗アレルギー

作用とがん転移阻害効果．日本食品科学工学

会誌４９（１０）：６３１－６３８．

山本（前田）万理・永井寛・鈴木優子・森脇佐

和子・浅井和美（２００４）抗アレルギー成分含

量を保持した低カフェイン「べにふうき」、「べ

にほまれ」緑茶製造法．日本食品科学工学会

誌５１（８）：４３５－４３９．

Yamashita, K., Y. Iizuka, T. Imai and M.

Namiki (1995) Sesame seed and its lignans

produce marked enhancement of vitamin E

activity in rats fed a low α－tocopherol diet.
Lipids 30 (11): 1019－1028.

安本知子・徳宿次男・横田一郎（２００４）岐阜県

及び愛知県北部におけるエゴマ（Perilla frut-
escens）及びゴマ（Sesamum indicum）在
来種の探索収集．植物遺伝資源探索導入調査

報告書 ２０：１９－２５．

安本知子・勝田眞澄・杉浦誠・奥山善直・本田

裕・古明地通孝（２００３）高リグナン含有ごま

新品種「ごまぞう」の育成．作物研究所報告

４：４５－５８．

安本知子・杉浦誠・小巻克巳・勝田眞澄（２００５）

ゴマ（Sesamum indicum L．）の成熟に伴
う種子中のセサミンとセサモリン含有量の変

動と成分特性の評価．日作紀７４（２）：１６５－

１７１．

Yermanos, D. M., S. Hemstreet, W. Saleeb and

C. K. Huszar (1972) Oil content and composi-

tion of the seed in the world collection of

sesame introductions. Journal of the Ameri-

can Oil Chemists’Society 49: 20－23.

Yoshimoto, M., S. Okuno, M. Yoshinaga, O.

Yamakawa, J. Yamada and M. Yamaguchi

(1999 ) antimutaginicity of sweetpotato

(Ipomea batatas) roots. Bioscience Biotech-
nology and Biochemistry 63(3): 537－541.

安本 知子：ゴマ種子中のセサミン・セサモリン含有量の変動要因解析と
高含有品種の育成および脂質代謝における機能性評価 ６１


	hokoku9.pdf



